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  第一章 受け入れてもらえるすべての祈りの神聖な基礎


  祈りの偉大な務めについて黙想するにあたり、受け入れてもらえるすべての祈りの神聖な基礎について思い出すときわめて助けになると思います。より専門的に思われるかもしれない点に進む前に、私たちは祈りの霊的基礎を認識しなければなりません。そして、それは、出エジプト記三〇章三四節以降に述べられている、金の祭壇上でたくべき香の原料及び神聖さと関係しています。


  私の意図は、これらの原料を解釈のために取り上げることではありません。ただ、主はこれらのかぐわしい香料に対してある条件を課されたこと、そして次に、それらに関して次のようなとても強い発言をされたことに言及することです。「……あなたたちは、自分たちのためにその成分にしたがって作ってはならない。それはあなたたちにとって、主への聖なるものでなければならない。それと似たものを作り、その香りをかぐ者はだれでも、その民から断たれる」。これが受け入れてもらえるあらゆる祈りの基礎です。ご存じのように、これらのかぐわしい香料、香の原料は、主イエスの道徳的卓越性――彼の恵み、徳、功績、価値――を象徴しています。この香は聖徒たちの祈りではなく、主イエスの功績と意義です。それは祈りに加えられ、祈りと混ざり合わされ、祈りを神の御前で有効かつ受け入れられるようにするものとなります。これらの原料が四重であることから、ここにはすべて揃っています。キリストの恵み、徳、道徳的卓越性がすべて揃っています。そして次に、気づいておられるでしょうが、塩（これは事を命の中に保つことを常に物語ります）をこれらの他の香料と混ぜ合わせなければなりません。これは次のことを示唆するように思われます。すなわち、主イエスの道徳的卓越性の提示といえども、死を意味するたんなる冷たい形式から常に自由でなければならず、生き生きとした活発なものであり続けなければならないのです。主イエスについての黙想が機械的・形式的なものになるおそれ、必要かつ真実なものとして知性の中に受け入れるものになって主イエスの功績に機械的に頼るようになるおそれが大いにあります。しかし、主が願っておられるのは、それが生き生きとしたものであり続けることです。主のもとに新たに行くときは常に、主イエスの命に対する新鮮な感謝があってしかるべきです。塩は諸事を死から守るためであり、それらを命の中に保つためであり、それらを新鮮かつ強烈なものに保つためです。私たちは主イエスのこれらの卓越性に対する強烈かつ新鮮な感謝を絶えず持つ必要があります。そうであるとき、祈りは受け入れてもらえる有効なものになります。塩はこれらの香料の一つではなく、その中に加えられる何かです。そして、その何かとは朽ちないものです。


  次に、人自身によって、もしくは人自身のために、このような何物も作ってはならない、というとても明確な規定があります。この模造品はあってはなりませんし、人はそれを私的・個人的に使用してはなりません。それは常に主へのものであり続けなければなりませんし、主への聖なるものでなければなりません。そして、この規則を破ることは死を意味しました。ご存じのように、あるとき、異火をささげたところ、裁きと死という結果になりました。それでここでは、もしこれを人が作ったり、その模造品を人自身のためにまた人自身の個人的目的のために作るなら、その人はその民から断たれる、と告げられています。主イエスの道徳的卓越性を模倣することは不可能です。人は自分自身の内にそれを持つことはできません。主イエスの栄光のような栄光はありません。


  ここで、神は明確かつ積極的に、「主イエスの性格は無比無類です。それに人は近寄れませんし、それは人がなりうる最善からも全くかけ離れています」と事実上述べておられます。神は主イエスの中に、他のどこにもないものをご覧になっています。そして、だれでも主イエスの功績を真似しようものなら、それはそのような人に対する死を意味します。私たちの道徳的誇りは、神に近づくための根拠になりません。主イエスはご自身の命を捨てられましたが、人が同胞のために命を犠牲にして捨てることをそれと同列に語るのは恐ろしい冒涜です。それはひどい冒涜であり、神の断固たる徹底的裁きに遭わなければなりません。だめです！神から見て、御子の道徳的卓越性に匹敵するものは何もありません。そして、それらの模造品、人が造ったもの、主イエスの独自性を認めないものは何であれ、それを持ち込もうとすることを神は私たちに禁じておられます。


  ですから、受け入れてもらえるあらゆる祈りの基礎――それに基づいて私たちは御父に近づきます――は、主イエスの道徳的卓越性と栄光、恵み、徳、功績、意義という基礎です。これはとても単純ですが基本です。そして、祈りの問題で成功を収めるには、まずこれを認識しなければなりません。


  祈りの五つの面


  さて、祈りの主題に関して先に進むことができます。第一に、祈りの性質について、もしくは祈りを構成するものについて、異なる幾つかの観点から少しばかり述べたいと思います。他の多くの面があるかもしれませんが、祈りには五つの主要な面があると言えると思います：交流、服従、嘆願、協力、戦いです。祈りはこれら一つ一つのものです。そして、全き祈りはそのすべてを必要とします。もしくは、そのすべてを含んでいます。


  交流としての祈り


  第一に、祈りは交流です、祈りは交わりです、祈りは神に心を開く愛です、そして、それは祈りのすべての真の形態の基礎です。それを私たちの人体の二つの主要な活動になぞらえることができます。これらの肉体の諸活動について述べることは、有機的なものについて述べることであり、次に機能的なものについて述べることです。有機的な問題はとても深刻ですが、機能的な問題はさほど深刻ではないかもしれません。交流としての祈りは、私たちの体における有機的なものに相当します。私たちの有機的な構成要素の一つに、いわゆる呼吸があります。さて、あなたは決して立ち止まってそれについて考えたりはしません！考え抜いて、「もう一呼吸してもいいでしょうか？」「息をしてもいいでしょうか？」「今日、あとどれくらい呼吸しましょう？」とは決して言いません。食事に関してはそうできるかもしれません。それは機能に関することだからです。しかし、呼吸に関しては決してできません。それは有機的なことだからです。歩くかどうか、話すかどうか、考えるかどうか、議論することはできます。そして、考えるのをやめよう、歩くのをやめよう、話すのをやめよう、と自分に言い聞かせることもできます。それは機能に関することです。それは制御された意図的なことですが、呼吸に対してはそうしません。呼吸は続きます。しかし、もし呼吸が止まれば、歩くことも、話すことも、考えることも止まります。ですから、呼吸は他のすべての基礎です。


  そして、霊的生活における交流としての祈りは、肉体における呼吸の役割を果たします。神との交流は持続的なものであり、継続的な、もしくは継続すべき呼吸のようなものです。それは食事のような定期的器官活動とは全く異なります。呼吸は全く無意識的であって、意図的ではありません。それを習慣と呼べるでしょう。そして習慣は、その常習者の意識をいとも容易に完全にすり抜けます。私たちは諸々の事柄を、その時点で自分がそれらの事柄をしていることを意識せずに、習慣的に行います。習慣が完全に形成されると、それはまさに私たちの行動の無意識的要素になります。そして、神との交流はこれです――継続的なものです。交流としての祈りはまさにこれです：私たちは主に触れ、自発的・無意識的に私たちの心を彼に対して開きます。これがすべての祈りの第一の基礎事項です。そして、これは私たちが注意すべきことです。呼吸すべきかどうかの問題について一度も議論しなくても、正常な呼吸が継続します。そして、この意味において、私たちは自分の呼吸に注意を払わなければなりません。


  私がこれまで会った、神との交わりによるこの有機的生活を実証したすべての人々の中で、Ｆ．Ｂ．マイヤー博士が傑出していたと思います。どこにいても、また、環境がどうであれ、彼はよく突然ストップしたものでした。手紙を口述しているとき、会話しているとき、仕事の会合のとき、「少しストップしてください！」と言って祈ったのです。それが彼の生活習慣でした。彼は常に主に触れているように思われました。それは彼にとって呼吸のようなものでした。それは彼の生活の実り豊かさと主の事柄における彼の価値ある判断の秘訣を示している、と私は信じています。彼と親しく接した人々、特に困難な幹部会議で彼と親しく接した人々だけが、状況に対して下した彼の霊的判断の価値を知っていました。それはまるで主から彼に臨んだもののように思われたのです。


  さて、これが祈りの基礎です。それは交流、交わり、主に対して自発的に心を開くことです。それは祈りのすべてではありませんが、あらゆる意識的活動の背景で送られている生活であり、主に触れる生活です。それはとても、とても尊いものです。それを持つとき、他のすべての祈りは大いにますます効果的になります。それは緊急時に祈るだけの生活とは大違いです。往々にして、必要以上に危機的な緊急事態が臨みます。それは、現状にとどまる代わりに神に立ち返る道を私たちに見つけさせるためです。私が思うに、頻繁に緊急事態が私たちに臨むのを主が許されるのは、失われたご自身との交わりを回復するためです。主の御心における、そのような緊急事態の永続的成果は、私たちがその交わりを再び失わないようにすることです。私たちはそれを保ち続けなければなりません。


  服従としての祈り


  次に、第二に、祈りは服従です。ここで私たちは、別の言葉を用いるおそれを意識しなければなりません。祈りは服従です。いわゆる信頼による受動的無為は祈りではありません。人々が信頼について語るのを私たちは聞いてきました。それは彼らにとって、たんなる受動性と無為を意味します。しかし、それは祈りではありません。服従は常に能動的であり、受動的ではありません。服従には常に意志が関係しています。意志を退けたりはしません。さて、これに注意深く留意してください。多くの人々は、ただ主に信頼してよりかかることが服従だと思っています。そして、主に対する彼らの姿勢は、そのような状態の性格を帯びています。しかし、それは祈りではありません。彼らに見られるような無条件の黙従は服従ではありませんし、祈りでもありません。服従は神の御心との一致を意味します。それは戦いを意味するかもしれません。それはほとんど常に行動を意味し、意志を持ち込みます。祈りは、どの観点から見ても、常に積極的です。決して受動的ではありません。信頼は別のものであり、祈りの範疇に入りません。信仰は祈りの範疇に入りますが、信仰は常に能動的なものであって、決して受動的なものではありません。安息の境地に至るために、信仰は戦いを要求するかもしれません。しばしばそうです。しかし、「信仰の安息」はいわゆる無条件の黙従ではありません。「信仰の安息」は、神の御心への適応の最終段階が達成されたことを意味します。服従は願いを控えることだけでなく、神のみこころとの一致を願うことでもあります。そして、必要なら願いを変えることです。願いはとても強力なもの、強力な推進力かもしれませんが、推進力は管理下になければなりません。それは、制動力への切り替えも可能にするためです。列車を走らせるには、ものすごい量の出力と力が必要です。しかし、現代の列車は、その強大な推進力を瞬時にブレーキに切り替えて停止させられる仕組みになっています。服従を目的とする祈りでは、まさにこれを何度も行わなければなりません。願望のこの力を、一方において停止させて、他方に向かわせなければなりません。前進する方向から、神のみこころの中に停止する方向へと転じさせなければなりません。これが服従です。服従は能動的なもの、積極的なものであることがわかります。


  これに関して多くの疑問が生じるだろうことを私は予想しています。しかし、祈りの第二の面は服従であることを理解するのはとても重要です。服従は積極的なものです。それはただ神の御前でくずおれて、「はい、すべてうまくいくと私は信頼します。私はあるがままの状況に黙々と従い、それを主にお任せします」と言うことではありません。服従は積極的に神のみこころ、神の願い、神の御心と一致することです。これはとても多くの場合、きわめて深刻な戦いを意味しますし、時として頭を痛めることを意味します。しかし、これは必要です。後で再びこれに触れることにします。


  嘆願としての祈り


  第三に、祈りは嘆願、要求、願い求めです。あなたがどの言葉を好もうと、これはみな同じです。ここでは、祈りの働きにおけるこの主要な面に触れることにします。疑いなく、これは聖書の中で最も大きな部分を占めており、実際に「祈り」という言葉の意味を規定しています。


  聖書的観点からすると、祈りは確かに嘆願です。神の御言葉を読むと、祈りは圧倒的に嘆願を意味することがわかります。この線に沿って大いに議論して、これがそうであることを立証・説得する必要はおそらくないでしょう。しかし、私は大いに確信していますが、話を終える前に、一つの注意点を強調する必要があることがわかるようになるでしょう。というのは、結局のところ、私たちの主な問題は願い求めの方面や嘆願の領域で生じるからです。もちろん、私たちは祈り続けます。それらすべての問題にもかかわらず、祈り続けます。私たちはそうするだろうと、私は信じています。しかし、同じように私たちは、嘆願、要求、願い求めのための土台を据えなければなりません。また、祈りには客観的有効性があることを、はっきりと完全に理解しなければなりません。しかし、疑いなく、私たちはみな、自分たちの要求と願い求めの祈りのとき、ささやかな問題を抱えています。その問題は、あるささやかな知的問題のためであり、それが入り込んで確信を蝕むのです。私が述べているのは祈りの客観的効力についてです。つまり、物事を客観的に変える力を持つ祈りについてです。内的に私たちに影響を及ぼすだけでなく、私たちの外側でかなえられる祈りについてです。あらゆる誤った議論に対抗する嘆願、要求、願い求めについてです。「神は全知だから祈りは不用である」「神は何でもご存じである」「神は何をするか、どのようにするかご存じであり、最初からすべての結末をご存じなのだから、どうして祈る必要があろう？」という誤った議論があります。また、「神は良い御方なので、祈りは余計である」「神は善良で、思いやりがあり、あわれみ深く、忍耐強い。神は愛なので、最善のことしか行われない。ゆえに祈りは余計である」「なぜ主に善をなすように、恵み深くあるように、親切心を示すように、そして自分たちのために最善をなすように嘆願するのか？なぜ神の善良さに信頼しないのか？祈りは余計である」という議論もあります。さらに、「神は予定しておられるので祈りは役に立たない。神は物事を永遠に決定しておられる以上、予定は有効であり、祈るのは役に立たない」という議論もあります。あるいは、この延長線上に、「神の主権――神は支配しておられ、統治の座について万物を御手・御力の中に握っておられるという事実――に照らして見ると、祈りは信仰の欠如を意味する。なぜ求め、なぜ祈り、なぜ嘆願し、なぜ要求するのか、すべては神の御手の中にあり、神が主権によって支配・統治・監督しておられるというのに？」という議論もあります。さらに、「神の法と御旨は巨大なので、祈るのは厚かましいことである。神に物事を変えるよう求めるのは厚かましいことである。なぜなら、神はご自身の永遠の法にしたがってすべてを定められたのであり、物事は定まった命令にしたがって動いているからである。主にご自身の定めを踏み越えるよう期待すること、あるいは、そうするよう主に求めるのは、厚かましいことである」（四章を見よ）という議論もあります。


  さて、あなたはこのように述べたことはないかもしれませんし、こうした疑問がこのように心に浮かんだこともないかもしれませんが、私はあえて言いましょう。こうした言葉が心に浮かんだことがあるにせよないにせよ、このように述べたことがあるにせよないにせよ、それらの言葉の意味するところが時々あなたの祈りの生活の中に巧妙に忍び込み、それに影響を与え、それから何かを奪い取ってきたのです。あなたが祈っていた時、形容しがたい何かが忍び込んできました。「まあ、主はご自身のなさることをご存じなのだから、どうして主に嘆願する必要があろう？主は善良で恵み深いのだから、どうして主に求める必要があろう？主は最初から結末をご存じなのだから、どうしてただ主に信頼しないのか？主の御目的は定まっているのだから、どうして状況を変えるために主との格闘を始めなければならないのか？主はご自身の目的を成就されるのであり、主は心を堅く定めておられるのだから、誰が主を変えることができよう？」。祈りが影響を受けます。思いの中に知的に紡がれた言葉によってではないかもしれませんが、入り込んできた違和感によってです。こうしたものがすべて思いや心の中に忍び込んできて、祈りの問題に関して邪魔したり弱めたりしがちです。そして、先に進むにつれて、ますますこれらを対処しなければならなくなります。私たちは次のことを理解しなければなりません。今日の現代主義は祈りの客観的効果を退けて、それに主観的価値の地位しか与えていません。つまり、祈りは祈る人に有益な影響を与えて、ある種の畏敬の念やそのようなものによって、おそらくは振る舞いや思いや理性に変化を生じさせるというのです。


  これらの事柄のいくつかをさらに十分に取り上げる前に、言わせてください。嘆願の祈りについて常に心に留めておくべき二つの点があります。第一は、他の二つの面、すなわち、交流と服従が根本的に必要だということです。なぜなら、嘆願の祈りについては結局のところすでに述べたことを私たちは信じていますし、また、嘆願の祈りと共に結局のところ私たちは前進することになりますが、それでも主との交流が根本的に必要だからです。ですから、祈りは神へのたんなる願い求めに帰着するものではなく、彼との心の交わりから発するものなのです。そして、それには服従が必要です。それは、私たちの嘆願が自分自身の目的や個人的願望のためではなく、神のみこころに沿ったものとなり、神の御心と御意志との一つに基づくものとなるためです。私は「あなたたちがみこころにしたがって求めるものは何でも」という神の御言葉が完全に明らかにしていることを言い換えているにすぎないことがわかるでしょう。


  次に、すでに述べたあらゆる知的困難の観点から見て、嘆願の祈りについて心に留めておくべきもう一つの点は、それは著しく信仰の行為になるということです。これらの知的困難のために、嘆願の祈りは大部分信仰の行為になります。たしかに、神の主権や予定等に関するこれらの線に沿って、論じようと思えば論じられます。それにもかかわらず、神は状況を変えることができる、と私たちは信じています。祈りを損なって弱めるあらゆる議論にもかかわらず、私たちは求め続けます。これにより嘆願の祈りは著しく信仰の行為となります。それは問題から逃避するとても安直な方法だ、とあなたは言うかもしれません。まあ、まだ話は終わっていません。しかし、これが到達すべき結論です。この問題から安直に逃避することを私たちは望みません。


  協力としての祈り


  まだ祈りの二つの面があります。その一つをこの章で取り扱い、もう一つは後に残すことにします。


  第四の面は協力です。そして、これは祈りの支配的目的です。それは他のすべての背後にあって、祈りのすべての面に関して私たちを正します。交流、服従、嘆願、戦いは、祈りは協力であることを私たちが理解する時、すべて調整されて正されます。なぜなら、祈りのこれらの他の面や相は協力のためだからです。協力が祈りの動機、実際、命、自由、力、栄光です。祈りの動機は神との協力です。実際のところ祈りは何かというと、神との協力です。祈りに命を持たせるには、祈りは神との協力であることを理解しなければなりません。神との協力としての祈りの中に入る時、私たちは命を得ます。もし神との協力の中にないなら、祈りに命はないことは確実です。もし実際に神と協力しているなら、祈りに命があることがわかります。


  祈りにおける自由は、神との協力という線に沿って臨みます。この調整をするときはじめて、神の目的に同調するときはじめて、私たちは言わば「切り抜け」ます。神の目的に同調して積極的に協力するやいなや、私たちは先に進みます。そして、そこには自由があります。


  同じように、祈りの力は神との協力と関係しています。神との協力は祈りの力です。神と協力して、その結果、祈りに効力があった、エリヤらのことを考えてみてください。なんということが成就されたことでしょう！


  次に、祈りの栄光です。祈りが真に知的・霊的に神との協力の事柄である時、祈りは輝かしいものになります。協力によってわがままや、個人的なものはみな一掃されます。これがその主な意義の一つです。なぜならそれは、祈りは私たちを神の計画、神の方法、神の時、神の精神もしくは気質の中に導かなければならないことを意味するからです。これらはみな重要です――その計画だけでなく、計画を成就する神の方法も知ることが重要です。その計画とその方法を知るだけでなく、神の時にあずかることも重要です。そして次に、その時が来たら、執行するだけでなく、それに対する正しい霊の中にあることが重要です。それを御霊の中で、主の姿勢の中で行うことが重要です。これはみな協力です。私たちは正しい事柄の中に、正しい方法で、正しい時にいるかもしれませんが、それでも、主の霊とは異なる間違った霊の中にあるせいで、主の助けになっていないかもしれません。神と協力して祈ることは、これらすべてに関して調整をすることです。


  祈りに不可欠な三つの要素があります。第一は願い、第二は信仰、第三は決意つまり意志です。これを述べるだけでよしとすることにします。


  次に交流、服従、嘆願を一緒にすると、協力になります。これらが同行して、互いに、そして神のみこころに沿って調整される時、協力になります。


  おそらく、この面を終えるにあたって、次のことを思い出すといいでしょう。往々にして、主はご自身の分を果たす前に、私たちが自分の分を率先して果たすことを要求されます。主は往々にして、願い、信仰、決意という問題に関して、私たちが率先することを要求されます。それは、水流を生じさせるために昔風のポンプに送り込まなければならない水滴のようです。ポンプに何かを与えないかぎり、水流は得られません。主は同じようにこれを私たちの側に要求されます。それは比較するとほんのわずかかもしれませんが、それによって主は完全に姿を現せるようになります。往々にして、祈り始めるには私たちの側で意志と信仰と願いを行使する必要があります。すると、主はそれに応えてくださいます。もしかすると、主は、願いが信仰による入念な意志の働きになってご自身に達するのをご覧にならないかぎり、応答されないかもしれません。祈り始める時、多くの邪魔に遭遇することがよくあります。何の効果もないように思われるため、あまりにも早々と諦めてしまうおそれがあります。主は流れを開始するためにこの水滴をまさに求めておられるのです！


  これまで、祈りの四つの面についてだけ述べて、それらに関して生じる困難の幾つかに言及しました。しかし、それらの困難をまだ解決したわけではありません。祈りの五番目の面に二つの章を費やすことにします。そして次に、これらの困難について、それらに答える努力をしつつ、より詳しく扱うことにします。これらの困難は、しかしながら、実際には思いの領域にしか存在せず、時々信仰の道に割り込む一方で、信仰がそれらに対して勝利します。そして、それらの困難にもかかわらず、巨大な過去のいきさつを乗り越えるのです。


  



  第二章 戦いとしての祈り


  



  聖書朗読：ネヘミヤ四・九、十七、二〇。エペソ六・十八。


  



  クリスチャン生活はよく戦争になぞらえられてきました。そして、「来て隊列に加わり、主の戦いに参戦せよ」という訴えがなされてきました。しかし、そのような訴えには一つの問題があります。なぜなら、そのような戦争やそのような軍団があるのは事実ですが、私たちが救われて「主の側」に付かないかぎり、戦い、争い、戦争を実際に意識することはないからです。回心していない人はこの戦いについて何も知りません。彼らにとって、それはたんなる報告や話にすぎず、彼らの外側の客観的なものにすぎません。彼らはそれについて全く混乱しており、間違った考えを抱いています。私たちが実際にキリストの中にあるようになるときはじめて、私たちはこの戦いの現実を知り、その真の性質を理解します。


  しかし、今回、ここで私たちが関わっているのは、一般的な通常の意味における、たんなるクリスチャン生活の戦いではありません。主イエスの全き証しと特に関連・関係している、あの戦いです。クリスチャンの戦いに関する一般的観念は、悪、誤謬、悪徳、この世の事柄、あってはならない人の状態と関係しています。ここで、回心していない男性や女性は誤解します。彼らは、「クリスチャンの軍隊に入ることは、出て行って悪、誤謬、この世にはびこっている悪徳と戦うことを意味する」と考えています。しかし、主イエスの全き証しに実際に触れる時、直ちに別の感覚が発達します。すなわち、対処すべきは悪、誤謬、罪だけでなく、霊の勢力である、という感覚です。この霊の勢力は、知的、狡猾、巧妙、有毒な、悪意ある勢力であり、他のあらゆるものの背後にいます。この戦いに私たちは今まさに関係しています。この戦いは、主イエスの全き証し、この宇宙における彼の絶対的かつ完全な主権・支配権と関係しています。この戦いは事物との戦いではなく、ひとりの巨大な霊的有力者、すなわち、あの悪しき者に率いられている、霊の者どもとの戦いです。


  霊の戦いは霊的地位を暗示する


  この戦いは地位と関係しています。それをある特定の領域で意識するのは私たちだけです。あなたはクリスチャンかもしれません。そしてあなたはクリスチャンとして、自分が逆境、困難、反対、そして、クリスチャン生活を難儀で戦いに満ちたものにして生活にあらゆる戦闘的特徴を帯びさせるものに直面していることに気づきます。しかし、あなたは主イエスの究極的証しや聖徒たちの究極的な戦いの領域の中にまだ入っていないかもしれません。しかし、あなたが一信者として、キリストの満ち満ちた豊かさ――彼の個人的な主権と支配権、あらゆる領域で偉大な彼の十字架の御業――のもとに来るとき、そして、彼のからだである教会の光の中に入るとき、あなたは直ちに戦いの新しい領域の中に入ります。戦いの性格は変わり、あなたはある感覚を持ち始めます。あるいは、ある感覚があなたの中で育ち始めます。自分は遥かに邪悪な何かに、この世にはびこっている誤謬よりも遥かに知的な悪に直面している、という感覚です。自分が直接じかに関係しているのは悪魔であり、その勢力であることを、ますます感じるようになります。


  しかし、この感覚はある特定の地位と深く関係しています。信者たちは次のような経験をします。すなわち、彼らが主と共に進むにつれて（これは上に進むこと、地から離れて天に向かうこと、ますます旧創造から離れて新創造の命へと向かうこと、ますます肉から離れて霊に向かうことを意味します）、ますます彼らはこの宇宙の究極的霊の勢力と密接に接触するようになるのです。そして、この争いは新たな形を帯び、この戦いは新たな性格を帯びます。その戦いは、信者が至るある特定の地位と関係しており、ある特定の領域でのみ感じる感覚と関係しています。それは大部分霊的戦いであり、そのため、信者の側が霊的状態にあることを前提とします。


  これを別の言い方で述べると次のようになります。私たちが霊的になるほど、ますますこの戦いも霊的になるのです。そして、私たちが感知・理解するこの戦いが霊的になるほど、私たちは自分がいっそう霊的になったことを理解するのです。私たちが肉的である時、私たちの戦いは肉的です。私が述べているのは信者についてであって、未信者についてではありません。未信者のことを肉的と言っているのではありません。未信者は天然的です。私たちが信者として肉的である時、私たちの戦い、私たちの武器は肉的です。つまり、私たちは人々と彼ら自身の水準に基づいて接し、彼らの挑発に応じるのに彼らが私たちを挑発するものをもってします。もし彼らが議論を携えて現れるなら、私たちも議論で対抗します。もし彼らが理屈を携えて現れるなら、私たちも理屈によって彼らに対応します。もし彼らが激情を帯びて現れるなら、私たちも肉の激高によって彼らに対応します。もし彼らが批判を携えて私たちのところに来るなら、私たちはそれに応酬します。そして、常に彼ら自身の水準に基づいて彼らに対応し、ひとつ上手を行こうとします。


  これは肉的な武器を用いる肉的な戦いです。私たちが肉的であることをやめて肉的な立場を完全に離れ、全く霊的になる時、自分は人々の背後にある新しい領域の中にいて、たんなる肉的な勢力ではなく霊の勢力を直接取り扱っていることに気づきます。私たちは肉的な人の背後にある何かと接触するようになったのです。そして、肉的な人は霊的な人の前では全く無力です。それは、肉的な人は霊的な人を自分の水準に引きずり下ろせない、という単純な理由によります。ですから、肉的な人は無力化され、遅かれ早かれ、霊的な人は自分よりも優っていることを理解せざるをえなくなります。しかし、この優位性は、たんにこの霊的な人が新しい水準にあるからではありません。霊的な人が遭遇しているのは天然の人ではなく、その人の背後にある勢力だからです。それは今や霊的戦いです。私たちは肉にしたがって戦わなくなります。人と戦わなくなります。肉と戦わなくなります。私たちの戦いは全く別の領域でのものです。これは霊的進歩、霊的成長を示すものであり、霊性を示すものです。そして、私たちが真の霊の戦いの中に入る時、霊的状態が前提になります。その領域では天然の人の能力は全く役に立ちません。それらは排除されます。なぜなら、この戦いでは霊の装備しか許されず、それしか効果的ではないからです。この戦いは、ですから、霊の武器、霊の能力、霊の装備によります。ですからエペソ六章は私たちのことを天上にあるものと見なしています。私たちが戦っているのは血肉ではなく、主権者たちや権力者たちです。しかし、私たちは霊の鎧、神の鎧を身に着けています。


  祈りの生活――敵の狙い


  これは導入にすぎません。私たちにとって根本的に重要な点に、直ちに向かうことにします。それは、私たちの戦いの性質を考えると、この戦いの戦場は祈りである、ということです。使徒パウロは私たちに神の武具一式、鎧の各部をすべて示し、「それを取り、立って抵抗しなさい」と私たちに強く勧めましたが、その時、彼は言わば、その根拠を私たちの足元に開示して言いました、「御霊の中で祈りと願い求めのかぎりを尽くし、そのために目をさまして、すべての聖徒のために忍耐と願い求めのかぎりを尽くし」。この戦いの戦場は祈りです。私が言わんとしているのは次のとおりです。すなわち、この戦いに勝利するのは祈りという根拠によるのであり、これらの勢力を対処して打ち負かすのは祈りという根拠によるのです。そうである以上、敵の主な狙いは信者の祈りの生活です。これが敵のあらゆる狙いと戦略の焦点です。


  さて、これ以上言うまでもなく、これを把握・理解することはきわめて重要です。これに関して述べうる最も重要なことを私たちは述べました。敵のあらゆる狙いと戦略の焦点は信者の祈りの生活です。もし敵が何らかの手段でこれを損なえるなら、敵は勝利し、聖徒たちを打ち負かし、神の諸々の目的を挫折させます。敵は祈りに対して執拗に、精力的に、激しく、狡猾に戦います。敵は信者の祈りの生活に対して戦います。様々な方法で戦います。まず第一に、敵は祈りを防止・阻止するために戦います。祈り始めるには途方もない戦いと葛藤が必要です――祈りのときだけでなく、祈り始めるときもそうなのです――敵は才知、狡猾さ、ずる賢さ、創意工夫、能力のかぎりを尽くして、真に霊的な祈りを邪魔します。今はこのことに集中すれば、おそらく十分でしょう。


  祈りのための戦い


  私は強く確信していますが、私が次のように述べても、主の民の大半は私に同意してくれるでしょう。一番困難ではないにしても、最も困難なことの一つは、祈りに取りかかって祈りに専念することです。祈りについて熟考する時、私たちは思いがけない予期せぬ多くの困難に遭遇します。それらの困難が、私たちに襲い掛かる伏兵のように突然生じます。祈りを邪魔するためなら何でもありです！私が述べていることは、あなたの知らないことではありません。私がこれを述べているのは、あなたがこれを明確に、しっかりと、よくよく理解できるようになるためです。そして、それはたんなる普通の状況ではなく、祈りを阻止するために敵が企てて入念に仕組んだものである、という事実に直面できるようになるためです。敵は、もしそれによって祈りを締め出せるなら、主のための多くの事柄を伴う仕事に反対する代わりに、それを推進するでしょう。私たちが主の働きのためにどれだけ忙しいのか、どれだけ宣べ伝え、集会を導き、主の多面的な働き――それをどう呼ぼうと――をしているのかを敵は気にしません。敵はよく知っています、輝かしい霊の祈りに基づかない主のための働きはみな、長期的にはほとんど、あるいは全く価値がなく、挫折することを。断言しますが、敵はあなたの働きを気にしません。主のためにできるかぎり懸命に働いても、もし祈りを無視するなら、あまり大したことは成し遂げられません。敵は狡猾にも、私たちを大いに忙しくします。大いに手いっぱいの状態にします。主のための事柄、主のための働き（と私たちが思うもの）で、私たちを大いに働きづめにして大忙しにします。それは私たちの祈りを、たとえ全く排除しないまでも、束縛し、隅に追いやって、制限するためです。「主よ、私はあまりにもあなたの権益で手がいっぱいで祈れません」という言いわけを、主は決して受け入れてくださいません。


  イスラエルの子らが出エジプトについて語り、考え始めた時、敵の反応は彼らの労役を倍にすることだったことが思い出されます。つまり、敵は彼らを大いに仕事に没頭させて、出エジプトについて考える時間をとれなくさせたのです。あなたが豊かな祈りの生活について熟考し始めたり、志し始めたりするやいなや、敵はあなたがますます忙殺されるようにします。仕事を積み上げて、次々と要求を突き付けます。それはあなたに祈りの時間や機会を得させないためです。


  私たちはこれにしっかりと向き合わなければならないと思います。もちろん、義務、責務、責任については色々な議論がありますし、祈りのために何かを脇にやることは、義務をなおざりにし、責務を果たさず、責任を放棄しているように見えることもあります。しかし、そうした問題を主に委ねて祈らねばならない場合があるのです。


  さて、もちろん、これを適用するのはとても困難です。こう述べることには、常に危険がつきまといます。なぜなら、自分の責任を放棄しようと待ち構えている人々、もしくは、自分の責任を真剣に負わない人々が常にいるからです。彼らは祈りの生活を育む一方で、自分の家事を他人に喜んで譲ろうと待ち構えています。主がこの言葉を守ってくださらなければなりません。しかし、次のことを私たちは理解しなければなりません。敵は私たちに祈りをやめさせるために、責任、義務、良心に関する最高の議論を展開します。そして、もし祈りが全くなおざりにされたり、霊的に優勢な勝利の生活を送るには全く不適切な制限された地位に落とされているのを見たら、私たちは言わねばなりません、「主よ、私が祈っている間、あなたに責任をお委ねします。この時、私が脇に逸れて悪い結果を招くのを許さないでください。また、この祈りの時を敵の侵入から守ってください――これを私はあなたの栄光のために求めます」と。


  十分の一をささげる原則が、この領域でも有効です。神に彼の分、彼の地位を与えなさい。そうすれば、主に彼の十分の一を与える時、十分の十でなせる以上のことを十分の九で成せることがわかります。この原則は有効です。しかし、祈るための戦いがあります。強く、力強く、慎重に、決然と、キリストの中に立つ必要があります。それは彼の十字架の勝利によってであり、祈るためです。主イエスの十字架の勝利の重みと意義を十分に取り入れて、祈りを確保し、敵を祈りの領域から追い払って、その領域を祈りのために確保するためです。それは昔のシャンマのようです。彼は手に剣を持ってレンズ豆の地所に立ち、片手でペリシテ人と戦って、その地所を守りました。主は大勝利を収められました。そのレンズ豆の地所は私たちの祈りの領域を表すのかもしれません。その祈りの地所を、カルバリの完全な勝利によって敵から守らなければなりません。祈り始めるのに戦いがあり、祈るのにも戦いがあります。今は祈れないという状況、祈るのは論外という状況を、私たちはあまりにも頻繁に受け入れてきたのではないか、と私は恐れます。確かに、悪魔が道を得るなら、そういう状況になるでしょう。常に祈るのは論外な状況でしょう。これは悪魔の戦略の一つです。私たちは彼の御名の勝利と彼の十字架の勝利によって、祈りのための領域を清めなければなりません。十字架は、私たちがそれを適用して用いるなら、他の領域で有効なように、祈りの時間の確保にも有効です。


  しかし、私たちは勝利の立場に基づいて祈りに近づかなければなりません。私たちはこの姿勢を取らなければなりません。そうするなら、ますますそうする必要があることがわかるでしょう。「今は祈らなければなりません。人の側では、すべてが祈りを不可能にします。しかし、主よ、私はカルバリの勝利によって祈りの時間を、祈りのための開けた空間を要求します」。私たちはこの勝利の中に立たなければなりません。そして、これは切り抜ける前に立つことを意味するかもしれません。外の環境や出来事という線に沿って私たちの上に臨んで私たちを圧迫し、祈りの時間のための余地を残さなくさせるのは、多くの事柄だけではありません。確かに、私たちが実際にひざまずく時、祈りが妨げられるのです！外側には何もないかもしれません。玄関のベルが鳴るわけでも、電話が鳴るわけでも、訪問者が来るわけでもありません。自分の部屋の中に静かに閉じこもって実際にひざまずくかもしれませんが、強烈な妨害活動が始まるのです。それは身体的なものかもしれません。突然、少し前までなかった感覚が体に生じ始め、祈りの時間全体を脅かします。そのため、私たちはこれを体に見いだして、途方もない負担、重荷を負わなければなりません。これは事実です。ああ、その瞬間まで私たちを悩ませていなかった無数の事柄が、直ちに、なんと押し寄せてくることか！思いは内省により、忘れてはならない事柄――その瞬間まで悩まされていなかった事柄――でいっぱいになります。また、そのような時、あなたの上に臨む無感覚、冷たさ、よそよそしさ、非現実感についてはどうでしょう？音声で祈ると、自分の声が奇妙な遥か遠くのものに聞こえます。空中に向かって話しているように思われます。祈ろうとすると、こうしたいっさいの事柄や、他の多くの事柄がやって来ます。まさに戸口までやってきて、一時のあいだ、私たちは祈りに対するあらゆる種類の邪魔や妨げに遭遇します。そして、それに最初の五分、十分、十五分を費やして、自分の基準に達すると、私たちは祈りを諦め、切り上げ、起き上がって何か他のことに取りかかるのです。


  確かに、敵は祈りを妨げようとします。祈り始めるにはくぐり抜けるべき戦いの一局面があります。再び言いますが、これはあなたにとって何ら奇妙なことでも無縁なことでもありません――もちろん、これは、あなたが祈りの生活をしたことが全くない場合を除きます。あるいは、あなたが祈りの働きを真剣に受け止めたことのない人である場合を除きます。しかし、私がこれをあなたに述べているのは、あなたに情報を与えるためではありません。私がこれをあなたに、そして私自身に述べているのは、これは私たちを戦いの中に召すものであることを私たちが理解するためです。これは祈り始めるための聖徒たちの戦いであり、祈り抜くためだけではありません。敵の活動のこの側面は、祈りを妨げることです。そして、祈りを得るのは戦いです。祈るために立ち、ある立場を取り、祈りの中で抵抗する必要があります。


  これはみな経験ともよく一致していますが、それにもかかわらず、それについて述べるのは、次のことをあなたに理解してもらう役に立つと信じているからです。すなわち、もし敵があなたの祈りの生活を妨げることに成功するなら、将来、それは成長することはないだろう、ということです。祈りの生活をし、それを育むには、そのために立たなければなりません。それは自然には生じません。気づいたらその中に漂着していた、なんていうことはありません。気づいたら、力強い祈りの生活の中に漂着していた、ぶらりと入り込んでいた、なんていうこともありません。それを得るには幾ばくかの決意や突破口、幾ばくかの葛藤や幾ばくかの戦いがあることに、あなたは気づくでしょう。また、敵が持つ超自然的な力がすべて使われることに、あなたは気づくでしょう。あなたも私も、親愛なる友よ、自分の祈りの生活のために戦わなければなりません。そして、私たちが主と共に霊的に進めば進むほど、ますます私たちはこれがそうであることに気づくようになります。敵はあなたや私の個人的な祈りの生活をやめさせようとしているわけではありません。これに敵は反対しているのではありません。主の民の祈りの生活と密接に関係している主イエスの証しを、敵は損なおうとしているのです。あなたも私も、個人としては、また人間としては、敵にとってどうということはありません。敵の狙いは、私たちと関係しているものであり、私たちがキリストにあって関係しているものです――つまり、彼の主権と栄光なのです。


  祈りには何が関係しているのか


  さて、あなたには心当たりがあるのではないでしょうか？あるいは、衝撃を受けて愕然としたのではないでしょうか？祈りの生活に対する敵側のこの抵抗が意味するのは――あるいはそれ以上に、それが積極的に宣言・明示しているのは――主の栄光と栄誉、彼の御名と証しは、もっぱら祈りによって確保される、ということなのです。これが敵の活動の焦点である以上、それは主の最高の権益に祈りが役立つことを意味します。これは祈りを第一の地位に置きます。これもまた、あなたにとって目新しいことではありませんが、それでも、これは次の事実をさらに強調するものです。すなわち、敵は常に祈りを一番後回しにさせようとする、という事実です。敵は、主に関する他のことを祈りよりも優先させ、祈りを一番後回しにさせようとします。あなたがこれをどう述べるか、あるいは、これについてクリスチャンの人々に何を述べるかは関係ありません。あなたはこれを彼らに十分理解させることはできません。「ああ、それはまさに今晩の祈りの集会のことです！」。御言葉と宣べ伝えの務めがある日曜の晩には大きな集会があります。しかし、祈りの集会の晩は、おそらく半分よりも少し大きな横のホールに、あなたは行くことになります。日曜の晩、「私たちの主たる務めは祈りであり、祈りの生活が廃れるなら、すべてがなくなってしまいます」と言ったのにです！この線に沿ってあなたは言いたいことを何でも言えますし、強調すること、主張することができますが、何の変化もありません。私は告白しなければなりませんが、私は次の事実にたびたび困惑してきました。とても多くの真に霊的な人々――というのは、彼らがそうであることを私は確信しているからです――が宣べ伝えの集会や大会には群がってやって来るのに、祈りの集会にはほとんど姿を見せず、会衆による団体的な祈りの生活の中で祈る人はほんのわずかしかいないのです。


  確かに、メッセージを聞くことが第一の主要な事柄であり、また、聖書の教えや真理を得ることが他のすべてに優るかのようです。いいえ、親愛なる友よ！全くそうではありません！私たちの祈りの生活が、個人的かつ団体的に、力強く維持されて、第一の地位を与えられる場合だけ、すべては活発で生き生きとした効果的なものになりうるのです。ですから、御言葉による矯正を何でも忍んでください。なぜなら、それは真実だからです。そうではないでしょうか？ああ、私たちはみな有罪です。私たちはみな自分に向かって、「あなたがその人です！」と言わなければなりません。主が祈りの価値をどう評価しておられるのかを理解することが大いに必要です。御言葉を通読すると、主はご自身の民の他の何ものにもまして祈りを高く評価しておられることがわかります。主ご自身の生活を見てください！ああ、驚異中の驚異です、神の御子たる御方が、そのような方であるにもかかわらず、それでもそのような祈りの生活を維持しなければならなかったとは！「かなりのあいだ日が昇る前に」つまり「夜通し」。そうです、彼は祈られたのです！


  気づいておられるでしょうか？聖書に記されている、真理の最も輝かしい啓示の幾つかは、祈りの中で臨んだのです。エペソ書とコロサイ書の中のパウロの祈りを読んでください。「このゆえに私は御父に向かって膝をかがめます……」。そしてその後、彼は続けて、彼の祈りをあなたに示します。その祈りの中に比類ない啓示があります。それは祈りの中で臨みました。ですから、あなたの教えは一人の人の祈りの生活に基づいているのです。あなたの光の真価は祈りから発します。祈りから生まれていない、真に価値ある光は皆無です。真理の価値はすべて、その背後にある祈りによります。ですから、私たちの大会、集会、メッセージ、私たちに臨むすべての真理は、それに関して私たちの側に相応の祈りの生活がなければ、大して役に立ちません。私たちはそれを内側でも外側でも祈らなければなりません。私は大会の後、「これまで述べてきた理由により、これまで以上に祈り、それを主の御前に持ち出すことが必要である」と感じます。もし私たちがそうしていれば、私たちの大会からどれほど多くの実が生じたことでしょう？真理を自分のノートの中に持つ代わりに、自分の生活の中に持っていれば。さらに多くの真理に今精通するようになる代わりに、祈りの中でそれを携えて主に立ち返り、その真理の効力にあずかっていれば。今回、この問題について述べてもらう必要性を、私以上に自覚している人はいません。しかし、私たちはこれらのことを一緒に述べています。そして、私たちはみなこれらのことを心に留めている、と私は信じています。ああ、人数のためではなく（というのは、それは頭数の問題ではないからです）、祈りの卓越した地位に対する認識のゆえに、祈りの集会が大会の集会と同じくらい混み合う日が来ますように！それに必要なのは、祈りに対する神の評価を理解することだけです。そのとき、私たちは祈りを、題目やメッセージを伴う大会の集会と同じくらい重要視するようになるでしょう。主がこれを私たちの心に焼き付けてくださいますように。なぜなら、祈りは卓越した働きだからです。


  あまり多くは述べませんでしたが、これはとても重要です。祈りを妨げる敵の決意との関連で、この言葉を覚えておこうではありませんか。私たちは続けてあなたに示しましょう。敵は祈りを妨げられないなら、それを中断させようとします。それを中断させられないなら、それを後で損なおうとします。これには他の数々の面がありますが、私たちの祈りの生活に関して、主の御名の中でそれに向き合うという、とても明確な立場に導かれるのに十分なものを、おそらく私たちは見たことでしょう。



  



  第三章 戦いとしての祈り（続き）


  



  聖書朗読：一列十八・三〇～三二、三六～三八、四二～四五、ヤコブ五・十七～十八、エペソ六・十八


  



  祈らせないための敵の活動に言えることは、祈りを中断させるための敵の活動にも言えることに、注意することにします。私が言わんとしているのは、祈っているあいだ何度も中断させられるということだけでなく、敵には祈りの生活の継続を邪魔する巧妙な方法があるということです。あなたは祈りの期間を、おそらく一週間かそれ以上、勝利のうちに獲得できるかもしれません。しかしその後、何かが介入して、祈りの継続を破ります。それで、あなたはそれを失い、その後、祈りの生活を回復するのに、途方もない戦いをしなければならないことに気づきます。私たちの多くは断片的に到来する突発的な祈りの生活を経験してきました。妨げ――敵の妨害――によって失われた立場を時々回復する必要に迫られる、困難な経験をしてきました。ですから、私たちは注意して、集中的な祈りの期間に対する反動に特に気をつけなければなりません。気の緩みや、「さあ、この大変な時が終わったから、霊的な休暇を取れるぞ」という感覚に対して気をつけなければなりません。ダビデが証明したように、そこにはとても大きな危険がつきものです。王たちが戦いに出て行った時、彼は屋根に上りました。敵は、妨げたり妨害できなかったものを、後で滅ぼそうとします。つまり、敵は祈りの生活を後で損なうことに注意を向けるのです。私たちは優勢な一時、優勢な時の連続を持つかもしれません。しかし、敵は私たちの祈りの生活を直接攻撃できないとき、常にそれを別の角度から損なおうとします。それとは直接関係ないように思われる角度から損なおうとします。そして、それによって間接的に私たちは損なわれてしまいます。私たちの祈りの生活はとても強固で、素晴らしく、一貫しているかもしれません。しかし、私たちの生活の別の部分に何かが起きます。おそらく、他の何らかの関係の中に何かが起きます。そして、祈る時、それは私たちの祈りの生活への直接的打撃であることに気づきます。それを対処しないかぎり、私たちは前進できません。


  私たちは認識しなければなりません。これらのことはみな、敵の試みにほかならないのです。そして、高度に仕組まれた計略であって、その狙いは私たちの祈りの生活を直接的・間接的に損なうこと、あるいは、それを邪魔することなのです。こうして、私たちの祈りの生活は万事の焦点であることに、私たちは気づきます。


  実際に祈る時、祈りの実際の働きに取り組む時、私たちは自分の生活のあらゆる関係に関して自分のいる場所が正確にわかるようになります。私たちが自分の心の中に見いだす不法は、私たちの祈りの生活と直接的には関係ないかもしれませんが、間接的に私たちの上に恐ろしい打撃を与えます。小さな問題が、私たちの祈りの生活に影響を及ぼします。敵は私たちの祈りの生活を損なうために、これらのものを常に周囲に積み上げます。祈る時、私たちは状況を感知します。ある事柄――それが何であっても――が意味するところを、その時はわからないかもしれません。それは中断された交わり、緊迫した関係、食い違い、何らかの断絶かもしれません。それが意味するところを私たちは理解できないかもしれません。しかし、それは私たちが強固な祈りの生活を始めるまでのことです。その時、それがまさに祈りの生命に打撃を与えていて先に進めないことに私たちは気づきます。それがそこにあり、そのせいで私たちはここで立ち往生しているのです。そしてその後、この中心に打撃を加える、ある巧妙な働きが自分の生活の周辺にあったことを、私たちは発見します。敵は私たちの祈りの生活を滅ぼそうとします。言わば、物を外からそれに投げつけてそれを不可能にしようとします。私が言わんとしていることをあなたたちは理解できると思います。経験がこれを証明しているからです。


  祈りの普遍性


  さて、この霊の戦いについて少し敷衍することにします。私たちが読んだこれらの節は、私たちにとても包括的な立場を示しています。一列十八章のカルメル山におけるエリヤの戦いは、まぎれもなく、新約の真理、特にエペソ六章の絵図です。この二つは予型と本体として、対をなすものとして、共に進みます。両者に共通するのは、この戦いの領域は天上であることです。ヤコブが述べていることは、この問題全体を天に向かわせます。すなわち、天を開いたり閉じたりすること、天の統治、天の支配です。天がここでの主眼であり、この戦いは天と天上に関係しています。「私たちの戦いは（中略）天上においてです」。エリヤの戦いは、大いに現実的な形で、天における戦いでした。そこでは天の勢力が関係していました。これは明らかだと思います。そして、これは御言葉のこの二つの箇所に共通する特徴です。


  私たちが神の全き御旨とキリストにある証しの中に入る時、あなたも私もこの特別な霊の戦いの中に入ることになりますが、その究極的結果は天の統治と関係しています。誰が天で統治することになるのでしょう？そこには主権者たち、権力者たち、この暗闇の世の支配者たち、邪悪な霊の軍勢がいて、統治する地位は自分たちのものだと思っています。彼らは横領した地位についています。というのは、そのようなことは神の永遠の御思いでもみこころでもないからです。キリストはかしらであり、彼の教会は彼の肢体として、神の御旨によると、天で支配するよう召されています。天から統治するよう召されています。それはこの問題に関して天がどうなるのかの問題です。天が悪魔的になるのか、それとも、キリストのからだである教会の中で、また、教会を通して、主イエスの絶対的主権の表現となるのかの問題です。関係しているのは天上であり、この支配の現実です。そして、私たちはそこで戦っています。それがこの戦いの領域であり、私たちの祈りの生活はこれと関係しています。それはこの地上における私たちの生活の諸々の出来事と関係しているだけではありません。ああ、主の民がその広大さを理解しますように。というのは、私たちの祈りは一般的に、たんなる些事の領域の中にあり、時間の大半が、自分たちの日常生活の小さな問題を主に告げ尽くすことで占められているからです。それらは私たちにとって重要であり、地上生活では有用かもしれませんが、神の御旨の究極的事柄には影響しません。


  下界で祈ることと、宇宙の巨大な勢力に対抗して祈って天の事柄を推進することとの間には、大きな違いがあります。主の民が願っているのは祈りによって上げられることです。強力で、天的で、永遠の、宇宙的事柄に影響を及ぼし、それに触れ、それを押し通す地点に上げられることです。祈りの問題に関して、私たちは自分の天的立場にもたらされる必要が大いにあります。その天的立場は、他方の背後にある真の霊的問題に影響を及ぼすものです。往々にして、私たちの生活の地的些事に関する私たちの祈りが功を奏するのを、主は決して許されません。なぜなら、それらの背後にはもっと重大な何かがあることを私たちが見ることを、主は願っておられるからです。あなたは時々、ある事が起きるように、ある変化が生じるように、あるいは、ある出来事が起きるように祈りますが、何も起きません。主が求めておられるのは――あなたがその問題に関して可能なかぎり全力を出し切った後で――あなたに次のことを示すことです。すなわち、その状況に対する霊的な鍵があるのです。また、全く地的なことはあなたのためにできないのです。なぜなら、そうすることは決して、あなたの知性、理解力、知識、価値を霊的に増し加えないだろうからです。また、あなたが求めたからそれに応じたにすぎなくなるだろうからです。主はあなたを指導し、教えようとしておられます。それはあなたが霊的立場を獲得するためです。


  さて、天がこの戦いの領域です。


  教会――この戦いの誘因


  この戦いの誘因は何でしょう？この戦いは何のためでしょう？第一列王記十八章とエペソ六章のこれらの節の両方の文脈から、この戦いの誘因は教会であることがわかります。教会がその直接的目的です。第一列王記十八章では、それは神の民です。そして、エリヤの祈りの課題は、彼らの心を立ち返らせることです。主の民が視野にあり、彼の祈りはこの民のためです。そこで、彼は彼ら全員を近づけて、この問題に巻き込みます。なぜなら、それは彼らの問題だからです。エペソ人への手紙全体の目的は、キリストのからだである教会であることを私たちは知っています。そして、これがこの戦いの誘因です。それは教会すなわちキリストのからだに関する、天上の戦いです。


  これについて述べるべきことが二つあります。一つは、それはたんなる個人的問題ではなく、集団的・団体的問題である、ということです。この戦いはキリストのからだ全体と関係しています。そして、個々人の戦いには関連があり、他のすべての聖徒と関係しています。そのため、そこには霊的関連性があります。つまり、一つの肢体が打ち負かされるとき、からだ全体が霊的に苦しむのです。理由はわからないかもしれませんし、この特定の苦しみを意識していないかもしれませんが、かしらは感知・意識します。たった一つの肢体でも敗北するなら、からだ全体が損失を受けます。この戦いには関連性があります。ですから、敵はからだの個々の肢体たちを孤立させ、彼らを圧迫下に陥らせて打ち砕こうとします。なぜなら、敵は知っているからです―― 一人の孤立した肢体の価値だけでなく――すべての肢体の関連性を。こういうわけで、すべての聖徒のために祈ること、交わりの祈り、主の民の団体的祈りの必要性が、聖霊の叡智により、霊的にこんなにも強調されています。すべての聖徒のためのこの祈りに欠けるとき、キリストは損失を被られます。


  栄光の中のキリスト――この戦いの目的


  これに関して述べるべきもう一つのことは、からだである教会は直接的誘因ではあるものの、究極的なものではないということです。教会すなわちキリストのからだを、第一位に置いてはなりません。それは一つの誘因ですが、最終的なものではありません。教会すなわちキリストのからだは、彼の道具であり、彼の証しのための彼の器です。彼の証しがこのからだに託されています。これは彼の復活のときもそうでした。そして、ペンテコステの時に、彼の勝利の証し、彼の栄化の証し、天と地における彼の宇宙的権威の証しが、教会に託されました。旧約聖書の宮が神の栄光の聖堂だったように、新約聖書のキリストのからだは彼の栄光、彼の証し、彼の御名の聖堂です。そして、この栄光、この御名、この高揚を最終的に打倒することに、敵は注意を向けています。この選びの器、教会、キリストのからだに注意を向けています。ですから、教会はこの戦いの目的ではありませんが、この戦いの誘因になります。敵はキリスト、御名、このからだによる栄光を狙っています。旧約聖書ではそうだったことを私たちは知っています。


  イスラエルが堕落した状態にあった時、主の栄光と誉れ、彼の御名、彼の尊厳は暗くされ、曇らされ、視界から失われました。イスラエルの霊的状態が上向きだった時、エホバの証しは十分力強く保たれました。新約聖書では、また新約時代の私たちの時代では、主を辱める敵の方法は、主の民の霊的生活を損なうこと、あるいは、聖徒たちの交わりを断ち切ることによります。


  ですから、教会すなわちこのからだは、この戦いの誘因になります。それは、神に定められた使命、目標、目的のためです。敵の苦々しい憎しみと凶暴な反対は、主の民の団体生活に向けられています。敵は何とかしてそれを損ない、聖徒たちの交わりを断ち切り、主の民を互いに争わせ、崩壊させるものを導入しようとします――しかし、ああ、これを行う敵の方法はなんと狡猾でしょう！


  目を覚ましていることの戦略的価値


  ここで私は感じるのですが、親愛なる友よ、あなたも私もネヘミヤがしたことをしなければなりません。また、使徒がまさにこの箇所で私たちにするよう勧めていることをしなければなりません。「見張っていなさい」「そのために目を覚ましていなさい」。なぜなら、両方の文脈からわかるように、念頭にあるのは悪魔の諸々の策略だからです。それらは敵の巧妙な活動です。そして、意志を実際に働かせて悪魔の策略に警戒することは、少なくとも一つの方面では、次のことを意味します。すなわち、私たちが耳にする噂や私たちのもとに届く報告が絶対的に信頼できるものかどうか、よく確かめなければならないのです。よく確かめなければなりません――「すべてのことを試しなさい」。噂によって分裂させられ、報告によって引き離されるおそれがあります。たんなる示唆で仲たがいしたり、離れ離れになるおそれがあります。大気が恐れと疑いを帯びている昨今、だれかの「不健全」さをほのめかすだけで、交わりの霊的破れが生じ、溝が生じます。見張って確かめてさえいれば、その大半は不必要・不当なものであり、主ご自身と主の民にとって大きな損失であることがわかったでしょう。なぜなら、これらの事柄に実際に注意深く取り組んでふるいにかけると、中には何もなかったことがわかるからです。あるいは、中に何かがあったとしても、それらには理由があること、そして、その正しさを全き誠実さで受け入れるしかないことがわかるからです。往々にして、そういう結果になります。


  しかし、ああ！悪魔のこれらの策略への警戒！主の民の団体生活を粉砕する敵の諸々の方法を挙げることは、私たちの力を超えています。そして、ここで祈りと警戒が必要になります。祈りは敵の策略を知る知識という結果にならなければなりません。「目を覚まして祈る」ことは、敵の狙いと敵が働く方法を祈りによって見いだすために目を覚まして祈ることです。


  私たちは敵に執着したり、絶えず敵に目を留めたりしたくはありません。しかし、私たちは事実をありのままに理解しなければなりません。その事実とは、この二千年間ずっと、敵は神の民の交わりを損なうことに大いに取り組んできた、ということです。これは真実ではないでしょうか？これは史実ではないでしょうか？もしそうなら、それは何を意味するのでしょう？主にとって尊い何かを少しでも真に示すもの、霊的性格を帯びているもの、主の証しの何らかの尊い要素を体現しているものを得るとき、それは必ずサタンの悪意と悪知恵の的になることを意味します。サタンの悪意と悪知恵の一つの狙いは、それを分割し、ばらばらにし、何とかしてそこに分派や分裂を生じさせることです。真理によって、もしくは嘘によってです。これは史実です。確かにこれはすべてを明らかにします。すなわち、交わりの中にある教会、神のみこころの中を共に進む、適切に調整されて適切な関係にあるからだは、この宇宙の主権者たちや権力者たちの霊的支配にとって最大の脅威なのです。


  ですから、これに向かって私たちは働き、私たちの注意を向けなければなりません。霊的交わりに努めようではありませんか！これは神の御言葉に反するものとの妥協を意味しません。また、主が代価を払って私たちに与えてくださった霊的地位から下りることを意味するものであってはなりません。ネヘミヤの敵が「下って来なさい。そして、この問題について議論しようではありませんか。私たちはこれについて話し合わなければなりません」と言った時、ネヘミヤが取った立場を私たちも取らなければなりません。ネヘミヤは言いました、「私は大きな働きをしているので下って行けません」。霊的必要に関して議論の余地のない事を議論するために下って行ってはなりません。しかし、親愛なる友よ、代価と十字架の内なる深い働きとを通して到達したどんな霊的地位も、すべての聖徒との関係の中でのみ保持されなければなりません。聖徒たちとの関係の外で保持されてはなりません。また、それを所有・保持している人々は他の人々から分離してはなりません。だめです！霊的地位の程度にどんな違いがあったとしても、すべての聖徒との交わりを追い求めなければなりません。できるだけ維持しなければなりません。手を差し伸べなければなりません。私はこれをますます強くあなたに促したいと思います。というのは、私自身の心がその促しを受けているからです。なぜなら、それを受容・把握して得ている人々が他の聖徒たちから分離するなら、光と真理を授ける主の目的が破られてしまうからです。主がそれをお与えになったのはからだのためです。もしそれを離れて保持するなら、主がそれをお与えになった目的を見失います。これをよく心に留めてください！


  ですから、この戦いの誘因は教会です。それは、その天的召しと使命のためです。これは個人的なことでも、局所的なことでもありません。これは宇宙的です。キリストのからだは宇宙的現実なのです。


  勝利の基礎


  この戦いにおける勝利の基礎に関して、一言か二言だけ述べることにします。この第一列王記十八章における勝利の基礎は、まぎれもなく、祭壇でした。そして、エペソ書でもこれは同じです。天的戦いと勝利のために天上で自分の地位につく前に、エペソ書の先立つ章を通過しなければなりません。そして、一つの死が生じたこと、一つの祭壇があったこと、死んだので「共に生かされてよみがえらされた」ことを、理解しなければなりません。この十字架、この祭壇の特徴が、エペソ人への手紙の冒頭にすべて示唆されています。勝利の基礎はこの十字架、この祭壇であることが示されています。エリヤは十二の石を取りました。そして、その十二の石で祭壇を築いたところ、その祭壇に関して行政上の要素が直ちに導入されました。なぜなら、十二は行政を表す数だからです。十二の石から成るこの祭壇は、神の御手の中にあるこの戦いにおいて、行政のための道具、統治上の原則となります。この統治の場と手段は十字架です。なぜなら、彼の十字架によって彼は勝利されたからです。また、彼の十字架において、彼は主権者たちや権力者たちを剥ぎ取って「公にさらしものにされた」からです。第一列王記十八章のこれらの節を読んでいるとき、「……主の言葉がヤコブに臨んで、『イスラエルがあなたの名である』と言われたヤコブの子らの部族の数にしたがって」という句にあなたが感銘を受けたかどうか、私にはわかりません。これは何でしょう。イスラエルは「神の皇子」を意味します。ですから、この三一節では、神の皇子の子らがこの祭壇によって、この十字架によって示されています。


  象徴的にこれは大いに明確に次のことを私たちに告げます。すなわち、私たちの皇子の御許に行くことが基礎であり、私たちの統治上の地位は神の皇子であるキリストの中にあるのです。彼はイスラエルよりも偉大です。なぜなら、彼は神の唯一の皇子（the Prince）だからです。私たちは彼にあって子らであり、彼の皇子たる身分にあずかります。これにより私たちは、天上におられるキリストにあって、統治する権威の座にもたらされます。しかし、これはみなこの祭壇、この十字架と結びついています。この十字架は勝利の基礎です。そして、これは天の証し、神の御言葉によってだけでなく、地獄の証しによっても再度実証されます。サタンは渋々嫌々ながら――彼は自覚しているのだろうかと私は時々疑問に思います――この真理をこのような形で証しします。というのは、彼が十字架を憎んでいたこと、彼が第一に努めたのは主をそれから遠ざけることであることは、全く明白だからです。「……『そんなことがあなたに起きるはずはありません』。しかし、彼はペテロの方を向いて言われた、『下がれ、サタン』」。ここでサタンは主イエスを十字架から遠ざけようとしています。そして次に、彼をそれから遠ざけることに失敗すると、彼を十字架から引き離そうとしました。「神の子なら、十字架から下りて来い」。これはなんと狡猾な提案でしょう！「……今、十字架から下りて来い。そうすれば、私たちは信じよう」。この世が彼を信じるために、彼は来られました。しかし、いいえ、敵の二番目の方法は成功しませんでした。


  敵はこれらの線で失敗しました。そして、敵にもかかわらず十字架は成就されました。そこで、敵は今や十字架の宣べ伝えを変更・改変しようとします。それは十字架を無効化するためです。敵は人々に十字架を宣べ伝えさせ、彼らの宣べ伝えによって十字架を無効化します。これはとんでもなく巧妙です！また、これから敵がどこまでやるのかがわかります。敵は十字架の宣べ伝えを推進しますが、敵の煽動によって、その影響下で宣べ伝えられた十字架は無効化されます。使徒は彼のコリント人への第一の手紙で、人の知恵の中で宣べ伝えられた十字架はそれを無効化する、あるいは空しくする、と私たちに告げています。自分の知恵の中で十字架を宣べ伝える人々は、まさに十字架の真の意義と力を十字架から取り去っているのです。ああ、そうです、十字架の道についてかなり耳にしますが、それは主の十字架の道ではありません。十字架の力は、敵とそのすべての働きに対する、原理としての罪に対する、状態・性質としての悪に対する、その効力にあります。あなたが十字架の英雄譚について述べる時、十字架の力は取り去られます。また、十字架の道について、だれでも祖国のために自分を否んで自分の命を捨てる人はイエス・キリストと同類であると述べる時も同じです。イエス・キリストは、結局のところ、兵士ならだれでもそうするように、自分の命を捨てたにすぎないというのです。それは近代主義の十字架です。


  敵が十字架に関してしようとするもう一つのことは、その完全な意味に関してクリスチャンたちを無知なままにしておくことです。一人のクリスチャンが突破して、カルバリの完全な意義の啓示の中に入る日は、主にとって大いなる日であり、敵にとって恐るべき日です。その日は戦いの領域における新たな記念碑となります。主イエスの身代わりの御業の立場の上に立つとき、あなたはある種の反対に出会います。しかし、私を信じてください、主イエスの代表者としての御業の立場に進む時、そして、死・葬り・復活におけるキリストとの一体化における自分の地位を霊的な方法で取る時、あなたは十倍の反対に出会うのです。その後、争い、戦い、サタンの敵意の新たな歴史が始まります。しかし、あなたは新しい領域、新しい場所の中に入って、自由に使える新たな力を得ます。敵は自分の立場を失いました。大勢の人が身代わりの御業を信じて、それを喜んでいます。しかし、彼らはクリスチャンなのに、依然として天然の人の力で進み続けています。いっそう高いこれらの領域にいる敵にとって、彼らは脅威ではありません。しかし、十字架が私たちの生活の中に受容され、植え付けられて、天然の命が脇にやられる時――「私はキリストと共に十字架につけられています。生きているのはもはや私ではなく、キリストが私の中に生きておられます」――その時、主にとっても、敵にとっても、新たな意義の領域が開かれます。それゆえ、新たな戦いの領域が開かれます。敵は十字架のこの面をクリスチャンたちから遠ざけたままにしようとします。先述したように、次のことは真実です。すなわち、非常に多くの場合、他のだれにもましてクリスチャンたちから、この路線に関して反対を受けるのです。これは奇妙なことです。主と共に進んで、カルバリの完全かつ十分な意義の中に入るやいなや、主な困難はキリスト教の領域の中にあること、しかも、一般に、「公的」キリスト教の領域の中にあることに気づきます。指導者たちはそれを受け入れません。そして、自分の道が果てしなく困難になることに気づきます。確かに、敵は全き十字架を憎んでいます。そして、敵はどうにかして、信者に対するその価値を損なおうとします。その意義を彼らから隠そうとします。そして可能なら、彼らにその地位を放棄させ、それから降りさせようとします。あるいは、それを受け入れないよう彼らを説き伏せようとします。


  確かに、これはその価値に対する敵の証しです！敵はその意義に対する証人です。十字架は、ですから、勝利の基礎であり、敵はこれをとてもよく知っています。


  今は、これ以上先に進まないことにします。私たちはこれを受け取り、これについて考え、これを適用しなければなりません。しかし、次の壮大かつ包括的な点を覚えておいてください。主イエスの十字架と真に一つである者たちにとって、サタンは敗北した敵なのです。なぜなら、カルバリはサタンの敗北を示しているからです。そして、私たちはキリストの死の中に植えられているがゆえに、この敗北した敵に関してキリストと共に立っているからです。ですから、敵がどれほど激怒し、荒れ狂い、戦い、苦しめ、圧迫し、悩ませ、困らせたとしても、次の事実は残ります。すなわち、キリストの十字架において彼と一つである者たちにとって、サタンは打ち破られた敵なのです。


  



  第四章 祈りにおける知的困難


  祈りの五つの相、すなわち、交流、服従、嘆願、協力、戦いについて考えたので、今さらに少し進んで、祈りに関する問題のいくつかを考えることにします。すでに述べたように、非常に多くのとき、私たちの思いの背後にある反対や疑念の名状しがたい感覚が、祈りを損ない麻痺させる影響を及ぼします。そして私たちは時々、それまで一度も真剣に取り組んで分析・規定したことのない知的困難によって妨げられます。私たちの今回の目的は、確実に確信をもって祈りのための立場を清めることにより、これらの困難のいくつかを明確化し、分析し、見極めることです。


  祈りと神のみこころ


  これに関連して、祈りの主な困難の一つが、神のみこころに関連して生じます。これは、もちろん、黙想と熟慮を要する非常に広大な領域であり、とても多くの数の異なる相、面、点を含んでいますが、私たちはそれを少し絞ろうと努めることにします。先に進むにつれて、私たちが述べることの中にはさらに多くの内容があることがわかるでしょう。


  神のみこころに関する基本的な問題は「それは絶対的なものか、それとも相対的なものか？」であるように私には思われます。私たちが取り扱っているのは、私たちに対する神のみこころは絶対的なものなのか、それとも相対的なものなのか、というこの問題です。こう述べても、あまりあなたの助けにならないかもしれません。それはとても学問的に聞こえますが、意味を説明することにします。


  神が状況を許しておられるのは、それが彼の絶対的みこころだからでしょうか、それとも、それによって私たちを発達させて何らかの立場に至らせるためでしょうか？後者の場合、神のみこころは相対的であって絶対的ではありません。すなわち、状況は神の御心を絶対的に示すものではなく、むしろ、他の目的のために神がそれを許されたのであって、したがって、神の相対的みこころを表しています。今、祈りに関する神のみこころを包括的に考慮するための土台・基礎を得ました。私たちが扱っているのが神の相対的みこころの場合、その結果は以下の二つのいずれかになります。すなわち、その状況がその目的を遂げたら、脇にやられて、神のみこころの中にすっかり残らなくなるか、あるいは、残ることを許されはするものの、私たちがその状況の優位に立って、その状況は私たちの僕になるかです。その状況が存在するのは、神がご自身の完全なみこころ・御旨のためにその存在を欲しておられるからではなく、私たちをある立場に保つのに必要だと見なしておられるからです。私たちが完全な被造物だったなら、神のみこころは常に絶対的だったでしょう。神の相対的みこころのための余地はなかったでしょう。なぜなら、私たちを新たな立場に至らせる状況を許す必要は神にはなかったでしょうから。しかし、私たちは不完全な堕落した被造物なので、私たちに対する神のみこころは絶対的であるよりも相対的であることの方が多いのです。


  服従と執拗さの対立


  それで、服従と執拗さという線に沿って、この問題が私たちに生じます。この二つは互いに反しているように、対立・矛盾しているように思われます。執拗さと服従をどうすれば両立できるのでしょう？執拗さは服従を排除するのではないでしょうか？服従は執拗さを排除するのではないでしょうか？これらは互いに対立しているように思われますが、それでもそうではありません。祈りのときに生じるこの問題は、扉を叩き続けること、叩くのを続けることであり、それでも服従することです。服従はあなたの叩く原動力を取り去るのではないでしょうか？あなたが叩く原動力は、あなたが服従を学んでいないことを意味するのではないでしょうか？頭の中で常にそう考えているわけではないかもしれませんが、この疑念が忍び込み、背後にとどまり、往々にして祈りから積極性、確信、明確さを奪い去ってしまいがちです。そのため、あなたは自分が緩衝地帯にいることに気づきます。


  これは問題であり、私たちはできるだけ明確にこれに決着をつけなければなりません。この問題を解くのは、私が思うに、道徳的要素が入り込んでいること、そして、神がもっぱら関わっておられるのは道徳的な要素・課題であることを、理解する道によります。私たちの中に克服すべきもの、あるいは、切り抜けるべきものがあるのです。そしてこれは次のことを意味します。すなわち、神の相対的みこころにより、多くのことが起きるのを主は許されるであろうこと、あるいは、多くのことが主によって送られるであろうことです。その目的・理由は、私たちの中の或るものを乗り越えさせること、あるいは、私たち自身で或るものを切り抜けさせることです。なぜなら、道徳的要素が視野にあるからです。（私は今、「道徳的」という言葉をその最も広い意味で用いており、いかなる狭い意味でも用いていません。）私たちは理解しなければなりません。新創造は道徳的なものであり、私たちに関するかぎり完璧ではないのです。新創造はそれ自身においては完全完璧ですが、私たちにおいては完璧ではありません。旧創造が依然として存在しています。旧創造が実在しており、それは新創造の外にありますが、それが新創造に及ぼす影響は甚大です。罪は信者に対して消滅していませんし、信者に影響を及ぼすこの世も消滅していません。悪魔は信者に対して消滅していないことは言うまでもありません！しかし、この旧創造のまさに中心に、道徳的なものである新創造があります。しかし、それは道徳的なものです――それはその幼年期にある、と言えるでしょう。そして、その道徳的要素・要因は発達させられて、私たちを道徳的な被造物にしなければなりません。この言葉の完全な意味においてそうしなければなりません――つまり、信頼できる被造物、知的な被造物、新しい意識、新しい価値観、新しい原理認識を持つ被造物です。新しい天的世界全体が到来しました。そして、その知識と知恵を知的に所有しなければなりません。その秘訣を知り、その美徳を造り込まれなければなりません。再生によって主は私たちをたんなるロボットや機械にされたわけではありません。私たちの意志、感情、願望、理性や知性とは無関係に、外部からの働きかけを受けさせたり、あちこちに運んで、私たちとは無関係に、何かをさせたり、やらせたりはされません。そんなことは聖書に全く反します。


  しかし、主は私たちを道徳的な被造物に構成されました。新しい徳性、新しい天的体系、天然の人とは違う全く新しい知性にしたがって構成された被造物です。私たちは判断、価値、評価の全く新しい体系を持っています。そして、何事においても主は今や私たちに諮られます。内側からの新創造の感覚、意識、確信、暗示に関して自分自身を訓練するよう、主は私たちに求められます。こういうわけで新創造は道徳的なものですが、旧創造が依然としてそれを取り巻いて包んでいるため、この新創造が成長するのは征服、戦いによります。厳しい訓練による服従と克服で勝利することによります。周到で、力強い、集中的な、永続的取り組みによります。聖霊によって力づけられている新しくされた意志は、機械的に働くのではなく、主にあって自らを訓練するよう求められます。神のみこころの中で祈ることは、聖霊がやって来て、あなたの意志や意思を握り、あなたの知性によらないことを言わせることではありません。それは全く誤った領域です。人の知性が片隅に一掃されて、その人も他のだれも理解できないことをまくしたて始めることが、今日かなりありますが、これは新創造ではありません。聖霊は、ご自身が用いるどの人についても、その知性や理解力をこのように停止したりはされません。むしろ、理解力を行使するよう求められます。「私は霊によって祈り、また、理解力によっても祈ろう」と使徒は言いました。聖霊による祈りは、聖霊に明け渡しすぎるあまり、自分自身の道徳的命（再びこの言葉をその完全な意味で用いています）をすっかり失うことではありません。


  教育としての祈り


  次に、私たちに関する主の御心においては、道徳的問題が何よりも重要であることがわかると、祈りは教育・訓練であることがわかります。私たちは「祈りの学校」について話しますが、これは実に適切な名称です。教育と訓練は同じものではありません。教育は知識を得ることと関係しており、訓練は実行的に表現された道徳的価値と関係しています。この定義を理解してください。これは重要だからです。私たちは「教育を受けた人」について話しますが、それは多くのことを知っている人という意味です。しかし、「よく訓練されている人」について話すとき、実際的価値のある人を私たちは思い浮かべます。教育を受けていても全く役に立たない人が大勢います。私たちは、ですから、祈りによって発達させられますし、主は私たちが祈りによって発達させられ、広げられるように案配されます。これは、一方において、霊的知識の獲得を意味します。祈りによって発達させられないかぎり、それは得られません。祈りによって十分に発達させられるとき、どれほど様々なことを学ぶのか、どれほど秘訣を理解して様々なことを知るようになるのかは、注目に値します。そして次に、他方において、このように祈りによって発達させられることによって、私たちは道徳的立場に導かれ、道徳的にいっそう高い水準に導かれます。その意味については間もなく見ることにします。祈らない人々は、無知で弱いままであり、教育や訓練にもあずかれません。神の御心を知ることも、御心にしたがって行動することもできません。


  ですから、私たちはさらに認識しなければなりません、祈りは個人的に有益であるだけでなく、団体活動でもあるのです。参入すべき神の計画があります。祈りには個人的・主観的意義があるだけではありません。個人の祈りに由来する道徳的意義ですら、客観的、集団的であり、相関的なものなのです。


  執拗さの性質


  さて、少し要約に努めることにします。執拗な祈りには三つの面があります――しかし、なぜ執拗さが要求されており、必要であり、正しいのか、あなたは理解しているでしょうか？服従は、前に指摘したように、能動的なものです。積極的なものであって、受動的なものではありません。それは神の御心と調和します。そして次に、道徳的特徴を発達させるために、執拗さが続きます。


  内側に造り込まれたキリストの道徳的卓越性


  さきほど述べたように、執拗な祈りには三つの面があります。第一に、道徳的面であり、それにはそれ自身の二つの側面があります。私たちは金の祭壇にささげる香料について述べました。また、これらの香料はキリストの道徳的美徳を表すことを指摘しました。一方において、これらを信仰によって把握・適用しなければなりません。そしてこれが執拗な祈りの道徳的面の一つの側面です。すなわち、信仰によって丹念に粘り強く主イエスの道徳的美徳と栄光を把握・理解するのです。これは訓練であり、非常に多くの時、私たちの天然的自己から生じて祈りを挫折させる諸々の議論の侵入を退けることを意味します。主の御前に出る時、私たちはたしかに自分の無価値さ、空虚さ、弱さを覚えつつ出なければなりません。しかし、これは私たちの訓練の基礎ではありません。なぜなら、それは決着済みでなければならないからです。それでも時として、私たち自身の罪深さ、弱さ、無力さに悩んでばかりいるせいで、積極的かつ効果的な祈りが妨げられ、停止させられ、阻止されることすらあります。そのため、キリストの道徳的美徳と卓越性を積極的に行使する必要があります。それは、私たちがそれらで自分の両手を満たして神の御前に出るためです。


  敵は有罪判決、罪定め、訴えを神の御前に提示します。しかし、私たちは両手で主イエスの卓越性を握らなければなりません。そうしないかぎり、私たちは御座に至れません。なぜなら、それらの卓越性抜きでそこに至ることはできないからです。この罪定めを慎重に拒否しなければなりません。祈りの生活とかなり疎遠になってしまって祈れない人々を私たちは知っています。なぜなら、彼らが祈りだそうとするやいなや、内省、自己分析、自意識、自己の欠点が侵入してくるため、突き抜けて積極的なものに至ることが全くできないからです。


  一方において、ですから、信仰の行使が必要です。粘り強い信仰で、私たちを神にもたらしてくれる、これらの香料、すなわち、主イエスのこれらの卓越性と美徳を適用する必要があります。


  次に、この道徳的要素のもう一つの面があります。それは、これらの卓越性と美徳が私たち自身の魂の中に聖霊によって造り込まれなければならない、という面です。神の御前におられる主イエスは神ご自身の御心にかなう代表者ですが、彼は代表者であるだけでなく、キリストにある新創造のすべての肢体がその方から自分たちの性格を得るべき人でもあります。完全な人――完成された人――である彼のすべての美徳と卓越性が、彼のすべての肢体たちに分配されなければなりません。それは、彼らが彼から自分たちの性格を得て、彼ら自身の魂が彼の御性質にあずかるものとなるためです。これらのキリストの美徳は試験された美徳、試みられた美徳、実証された美徳、勝利の美徳であり、今や活動的な美徳であって、たんなる受動的な美徳ではありません。主イエスは（これを謹んで述べてもよいでしょうか）注目と称賛を受けるべき一つの模型や最高の標本として博物館の中に展示されているわけではありません。そうではなく、彼には包括的な力と実際があります。彼は生きておられます。彼は模型や像ではありません。彼はご自身を分与される生けるキリストであり、聖霊によって、彼の肢体である私たちに供給されます。彼の信仰は、成就・完成・研鑽されたもの、そして、美しい標本を見るように見るべきものであるだけでなく、それによって私たちが生きるべき信仰でもあります。彼の忍耐も同じ性格を帯びています。私たちはキリストの忍耐に従う者、あずかる者となるよう召されています。こう述べるだけで、あなたの心に多くの聖書の御言葉が押し寄せてくるでしょう。「あなたたちの信仰に（中略）加えなさい」。加えなさい、加えなさい、加えなさい――そして、これらは私たちに加えられるべきキリストの美徳です。


  私たちが召されたのは、使徒が言うには、「キリストにあずかる者」となるためです。ですから、彼の信仰、彼の忍耐、彼の献身、彼の従順、彼の苦難、彼の愛はみな、徹底的に試験され、試され、実証され、勝利しました。しかし、それは私たちとは無縁のものではなく、私たちと関係しています。「彼は尊い卓越した偉大な約束を私たちに与えてくださいました。それはこれらの約束を通してあなたたちが神の性質にあずかる者となるためです」。


  執拗な祈りの道徳的面とは、ですから、キリストの美徳と卓越性が私たちの中に造り込まれることです。神が直ちに、今日、明日、一週間、一か月、一年たっても祈りに応えてくださらず、そのため執拗さすなわち忍耐が必要とされる時、彼は何をしておられるのでしょう？彼は私たちの中に御子の道徳的卓越性、完成された勝利の信仰、完成された勝利の忍耐、完成された勝利の献身と彼への従順を造り込んでおられるのです。彼がそれを要求しておられるからです。祈りは確かに訓練学校です！これらの美徳は訓練によって生じます。覚えておきましょう。神には目的があるのです。また、キリストとの私たちの協力関係――私たちはそれに召されています――はついには道徳的なものになるのです。それは性格と関係したものになるでしょう。神の相対的みこころのゆえにです。罪は神の絶対的みこころではありませんが、神はそれを許容されました。ああ、そうです、しかしそれは私たちが征服するためであり、新創造の道徳的命を発達させるためです。苦難は神の絶対的みこころではありませんが、神はそれを許容されましたし、今も許容しておられます。それは、ですから、彼の相対的みこころです。これは、彼の許可と許しは一つの目的のためであることを意味します。この目的が達成される時、その苦難はなくなるかもしれませんし、あるいは、私たちをある立場にとどめておくために依然として存続を許されるかもしれません。しかし、そのためにその苦難が許された立場に至ったので、神の相対的みこころは果たされました。これは他のすべてのものに当てはまります。例えば環境です。私たちの生活に到来する多くの環境は神の絶対的みこころではありません。挫折は神の絶対的みこころではありませんが、神の許しなく何事も神の子供に臨むことはありえない以上、それは許容されたみこころなのです。


  霊的理解力の獲得


  さて、これにより次の問題が私たちに生じます。すなわち、神は状況によって何を意図しておられるのかを知ることを祈りの中で求める、という問題です。神は状況によって何を意図しておられるのかを、深い心の慮りと苦しみを通して知ることが、私たちの訓練です。私たちはより高い命の水準に到達しました。ですから、執拗な祈りの二番目の点は知識です。第一が道徳的命であり、知識が第二です。自分自身を神の御手の中に全く委ね切っているのに、明らかに矛盾する奇妙な経験の中に導かれる人々がいます。主がなさりたいことに関する明確な感覚があるかもしれませんが、それを行うのは到底無理なのです！開けた道はなく、扉はすべて閉ざされています。遅延に次ぐ遅延！主は何をしておられるのでしょう？それが及ぼす第一の効果は、私たちを祈りによって発達させること、私たちを執拗さによって拡げることであるにちがいありません。私たちはそれを諦めることができません。それを主にすべて任せよう、と私たちは決意するかもしれませんが、自分がそれに何度も戻ってしまうのを見いだします。また、私たちが無関心でいるのを主は許されません。主は私たちの側に、いっそう豊かな知識と理解力を求めておられます。これは私たちに対する主のすべての道と密接な関係にあります。そして、もちろん私たちが経験的に知ってはいるものの、おそらく自分の心にもっとはっきりと銘記すべき一つのことは、本や講義から神の諸々の原則を学ぶことはできないし、霊的知識を得ることもできない、ということです。それらを知る唯一の方法は産出の過程によります。まず第一に、受胎しなければなりません。これは内的な事柄です。次に形成、そして次に苦しみを経て誕生に至らなければなりません。これは生命過程です。神聖で霊的な事柄はマニュアルからは学べませんし、聖書からも学べません。聖書にあることを学ぶ唯一の道は生きた経験によります。聖書は蓄音機ではなくマイクロホンです。違いは何でしょう？蓄音機は自分の中に音を蓄えたものです。マイクロホンは彼方にある何かを伝えます。聖書は蓄音機ではありません。私たちが聖書を読むことによって、私たちの理解力のために、彼方から何かが到来しなければなりません。蓄音機的な聖書知識を得るおそれがあります。つまり、本としての聖書を徹底的に知っているかもしれませんし、きわめて素晴らしい分析や図表を持つこともできるのですが、依然として――生き生きとした実際的・霊的用途に関して――主にとって少しも役に立たないままかもしれないのです。


  しかし、マイクロホン的な御言葉理解を持つとき、私たちは聖書を持ちます。そうです、しかし、それ以上です。神が聖書を通して語られ、私たちは生きたものを得ます。私たちはみな、子供のとき海辺で、貝殻を拾って耳に当て、海鳴りを聞きました。その貝殻を町の家に持ち帰って、耳に当てると、依然として海鳴りが聞こえました。これは本当でしょうか？それは子供じみた幻想です。私たちが子供で、貝殻を町中で持っていた時、私たちはこう考えました。自分が耳にしているのは海鳴りであり、その貝殻の中に海鳴りがすべて蓄えられているのだと。そして、それを自分の耳に当てさえすれば、海鳴りが聞こえるのだと。このような考えは、貝殻に関する子供の考えです。しかし、これはそういう類のことではありません。その貝殻はじょうごのように機能しているにすぎません。大気中の音の振動を集めて、耳だけでは聞こえない音を聞こえるようにしているのです。その貝殻は、より大きなものを伝える送信器にほかなりません。


  一冊の本として見た神の御言葉は、まさにこの貝殻のようです。私たちが神の御霊の中にあるとき、それは私たちに主の御心を伝えます。しかし、それを通して私たちに働かれる聖霊の働きがなければ、それはまさに他の本と同じです。私たちはそれを読むかもしれませんが、他の本から得られる以上の光は得られません。必要なのは霊的知識ですが、多くの人は聖書をたんなるマニュアルにしています。


  さて、私たちが述べているのは、本や講義から神聖な諸原則を知ることはできないし、霊的な知識を得ることもできない、ということです。これらの原則が私たちに到来するのは、ただ命と経験という道によります。生き生きとした性格を帯びていることが私たちの内になされ、命が私たちの中に形成され、発達させられます。そして次に、その完全な成就に向けて、それは私たちを苦しみの中に導きます。これが霊的知識を得る道です。それは執拗な祈りによって到来します。こういうわけで神は執拗な祈りを要求されるのであり、それを必須のものとされるのです。神の御前における私たちの魂の苦しみから、長引く苦悩の経験の中で、私たちは霊の事柄を知るようになります。多くのとき、急ぐことは――長期的には――時間の損失にしかなりません。そして、いっそう十分な知識を得るために戻らなければなりません。あまりにも大急ぎだったからです。主は多くの人々を戻して縛り付けなければなりません。それは、彼らを動けなくして、長期間のあいだそこで彼らに深遠な学課を学ばせるためです。こうして、主の御心では何が必要不可欠なのかを彼らは学びます。出て行く前に知るようにされる人々もいますが、出て行く前にせよ、あるいは、戻らざるをえない場合にせよ、主の御旨は同じです――それはあなたが知ることです。


  ですから、主の遅延は主の発達の時なのです。それは執拗な祈りによってであり、霊的知識のためです。


  祈りの中で責任を負うこと


  次に、第三に、団体的な面があります。ネヘミヤは彼が日夜祈った祈りについて述べましたが、その祈りは他の人々と関連していました。なぜなら、それは主の民と関係していたからです。キリストの祈りも同じ性格を帯びていました。キリストの祈りはご自身のためだけではなく、ご自身の民と関係していたのであり、昼も夜も彼らのためになされました。パウロの諸々の祈りも明らかに同じ順番でした。「……あなたたちのために祈ることをやめません」「すべての聖徒たちのために（中略）祈りと嘆願のかぎりを尽くして絶えず祈り」。ここには粘り強さと執拗さがありますが、それは団体的であり、他の人々と関係していました。「執拗な」「執拗さ」という言葉を使う時、思い浮かぶ女性は、不義な裁判官に立ち向かった女性です。彼女は教会を表しています。この言葉に対するキリストの注釈は、「神は、昼も夜もご自身に向かって叫んでいるご自身の選民のために、復讐してくださらないでしょうか……」でした。


  聖徒たちのために彼らの敵に復讐するとはどういうことでしょう？それは最終的に偉大な団体的事柄になります。兄弟たちを訴える者、彼らを昼も夜も神の御前で訴えていた者が投げ落とされる時、偉大な結果になります。偉大な裁き主がこの訴える者、教会を悩ます者に復讐されます。そして、これには団体的面があります。真夜中に尋ねて来た友人の事例もまた、他の人々と関係しており、たんなる個人的なものではありませんでした。その人は友人が扉を叩き続けるので起き上がりました。友人の執拗さによって寝床から引っ張り出されました。しかし、これは他の人々と関係していました。これはみな、ある企て、ある計画、ある団体行動を意味し、主の民はみなそれに関わっています。神は私たちを個人的にある所に連れて行くだけでなく、すべての彼の民と共に私たちを諸共にある所に連れて行かれます。「私たち全員が到達するまで……」。私たちの苦しみ、私たちの道徳的訓練、これらの反対や遅延は、私たちを発達させて完全に広げるものであり、からだ全体に関連して私たちの内に働きます。それは他の人々と関係するものになります。なぜなら、それはからだのためだからです。


  主はご自身のからだ全体を完成させようとしておられます。そして、すべての部分が全体に関してしかるべく働かなければなりません。ある日、私たちの試練、困難、困惑の累積的効果が、完成されたからだ全体にわたって見られるようになるでしょう。その時、私たちは理解するでしょう。私たちが苦しんだ時、私たちは一人ぼっちで苦しんでいたわけではなかったのです。私たちの苦しみは自分だけのものではなく団体的なものであり、他の人々と関係しており、全体の一部だったのです。そして、それらは私たち自身の個人的益よりも遥かに大きなものに貢献していたのです。神の全き御旨が私たちの個人的経験に色彩を与えるのを、私たちは許さなければなりません。私たちが経過する出来事は、主が私たちを孤独な受難者になるよう選ばれたからではなく、からだ全体が彼の目的だからです。それで、私たちはからだに関して苦しむのです。からだのために私たちはキリストの苦しみの欠けたところを補います。この諸々の苦しみは他の人々と関係していることがわかります。それらは神の絶対的みこころではなく、次のようなさらに進んだ意味で相対的みこころです。すなわち、それらは神のさらに大きな御旨に向かって進んでいるのです。このさらに大きな御旨に到達する時、その時、苦しみにおける神のこの相対的みこころは終わり、もはや痛みや苦しみはなくなります。私たちは神の計画全体を見なければなりません。そして、私たちに命令・要求されている祈りにおける粘り強さと執拗さが、これら三つのものに影響を及ぼすことに気づかなければなりません。天的模範に基づく信者の個人的な道徳的命と、霊的知識の増し加わりが、私たちを執拗な祈りへと召す諸々の遅延の背後にある理由です。今は知らないけれどもやがて知ることになる何かがあります。全く知らない何かを私たちは学ぶことになります。そして、このように発達させられることが、自分の知らないことを知るようになる道なのです。


  この訓練、この苦しみは、神の御旨全体と関係しており、神のすべての聖徒と関係しています。神のみこころの中に強制のようなものはありません。それは執拗さの思想とは無縁です。執拗さは――そうは思われないかもしれませんが――神と協力することです。執拗さの効力は神を強制して事をなすよう説き伏せることである、と私たちは思うかもしれません。しかし、神が私たちをその道の中に引き寄せられたのは、ただ神のみこころに協力するよう私たちを引き寄せるためだったのです。「私たちの中に征服すべきものがある」と述べた時、私はこれを言わんとしていたのです。克服すべきあらゆる種類の旧創造に属するものがあります――私たちの願望、私たちの感情、私たちの好み、私たちの判断、私たちの観念、私たちの評価です。祈りの訓練、働き、苦しみにより、私たちは神と協力するようになりました。そして、次のことを見いだしました。すなわち、長期的には、事をなすよう主を説き伏せようとすることだと思っていたものは、主が私たちをある所に至らせる彼の道だったのです。その所で、主は望むことをすることができました。主には奇妙な道があります。しかし、ついには主の正しさが証明され、「知恵の正しさはその働きによって証明」されます。


  



  第五章 御言葉の剣と祈り


  



  聖書朗読：士師七・一～七。一サムエル十三・二～七、十九～二三。エペソ六・十七～十八。


  



  祈りについての私たちの黙想の終わりにあたって、さらに述べる必要がある一、二のことがあります。それらは上に挙げた聖書の節と大いに関係しています。


  サムエル記第一の十三章と十四章の内容を集約すると、その状況はまさに以下のとおりです：民を公に代表しているサウルは、神を信じる信仰の量がほとんどマイナスの状況にあります。その結果、恐怖が支配し、至る所で人々は震え、悲惨なことに団結・一致に欠けていました。敵が優勢です。人々は何もできません。なぜなら、敵の戦略的行動により、戦争の武器はすべて取り去られ、鍛冶場は破壊されていたからです。このような状況のただ中で、神を信じる信仰を持つ人が少なくとも一人います。そして、彼の信仰により、彼はこの支配的状態に果敢に立ち向かいます。ヨナタンは依然として深く神を信じています。そして、それゆえ、現状を非難するだけでなく、それに対して積極的かつ能動的に立ち向かうことによってそれを拒絶します。こうして彼は、ほぼ全般的衰退の時代に、敵勢を打倒するための神のささやかな道具となります。彼は、とても広範に及ぶ霊的弱さと不安のただ中で、一つの証しを立てます。このような事例が聖書中に、また、聖書時代以降の教会史中に散りばめられていることがわかります。この物語には、意義深い、特に注目すべき二つの点があります。一つは敵の戦略です。


  敵の戦略


  この戦略の狙いは、戦いの前に主の民を実質的に打ち負かすことでした。彼らの武器は没収され、生産性を上げる手段は取り去られ、破壊されていました。


  これは狡猾な戦略でしたし、確かに敵の主要な戦略の一つです。神の民の実際の歴史のこの出来事の中に、神の証しの敵が常にどのように働こうとしているのかの暗示を見ることができるのではないでしょうか？前の黙想で見ましたが、神の民の武器はもっぱら祈りと御言葉です。これをこの特別な文脈に当てはめると、敵の主要な手はこの二方面で私たちの機先を制することであることが、直ちに明らかになります。次のことを覚えておくことは、私たちにとって決して小さなことではありません。敵は軍勢を動かすのを戦闘の時まで待ちません。むしろ、その予想時間のずっと前に働くことを常としています。敵にとって、そうしなければ致命的だったでしょう。同じことが私たちにも言えます。実際に状況に対処しようとすると、装備がないことに気づくことがよくあります。前もって主要装備が私たちから取り去られていたからです。その緊急時に、装備を得るための施設もありません。そして、大きな必要・機会の時に無力なため、私たちは苦い教訓を学びます。特別な要求や必要が何もない時でも、私たちは継続的かつ強力な祈りと御言葉の生活を維持しなければなりません。ただこれによってのみ、特別な必要が生じる時、私たちは抜かりなく霊的に装備されているでしょう。


  この未装備の状態は、神の御前における霊的不名誉と地位の喪失を意味します。主の民に付けられている名称がこれらの章で変わっていることに、あなたは気づいたでしょうか？「ヘブル人」と呼ばれる時もありますし、「イスラエル」と呼ばれることもあります。詳しく見ると、主の御霊は、彼らがペリシテ人の側にある時は「ヘブル人」、そうでない時は「イスラエル」と呼んでおられることがわかります。彼らがペリシテ人の側にある時、「イスラエル」――神の皇子――というこの名の威厳を彼らは失います。彼らがあちら側にない時、恵みにより、神は彼らを「イスラエル」と呼ばれます。たとえ彼らが弱さの状態の中にあり、あるべき姿に遠く及んでいなかったとしてもです。しかし、ペリシテ人は常に彼らを「ヘブル人」と呼びました。彼らがペリシテ人の手の中にある時、主はこの名が通るのを許されます。「神の皇子」としての彼らの威厳は失せました。私たちを神の皇子にするものは何でしょう？それはこの祈りの生活であり、この御言葉の生活です。敵が祈りの生活と御言葉の生活を私たちから奪う時、私たちは自分の威厳、自分の地位、自分の優位性を失います。これは経験と一致していないでしょうか？もちろん、一致しています！最初に救われた時、私たちはおそらくこれを教わったことでしょう。しかし敵は、私たちを祈りと神の御言葉から遠ざけようと、特別な特定の働きをしています。敵はあのより広大な領域で働いています。すなわち、主の証しを巡って霊の闘争と戦争が繰り広げられている領域でです。また、敵は神の民のこの「進んだ地位」を巡って働いています。なぜなら、この立場によって彼らは、クリスチャンとして地から離れ、キリストのからだの肢体として天上に入るからです。この祈りの生活とこの御言葉の生活を食い止め、阻止し、挫折させ、損なうことによって、敵は直ちに教会とその肢体たちの士気を霊的にくじき、彼らの優位性を奪おうとします。


  どうか主が、敵の策略に対抗して立つ必要性を、再び私たちの心に強く訴えて強調してくださいますように！なぜなら悪魔の策略は、私たちが送っている祈りの生活に反対することに向けられているだけでなく、さらに豊かな祈りの生活と神の御言葉の生活を私たちに送らせないようにすることにも向けられているからです。これを繰り返すのを忍んでください。なぜなら、それが必要だと私は確信しているからです。敵が自分の道を得る時、あなたは祈りの生活を送れなくなることがわかります。敵は考えうるものを何でも、天然のものも超自然的なものも、祈りを阻止するために祈りに割り込ませようとします。また、あなたの神の御言葉の生活に割り込ませようとします。これらは私たちの戦いの二つの強力な武器です。機先を制せない立場に私たちを陥らせる敵の手段を知り、目を覚ましている必要があります。使徒は「私たちは彼の手段を知らないわけではありません」と言いました。敵がしようとしていることを知ることが戦いの半面です。ああ、祈りと私たちの御言葉の生活を妨げるために、数々の物事がしばしばやって来ます！それらの物事はごく自然な形で、ごく控え目なさりげない形でやって来るため、まさに自然に生じた類のもののように思われます。それらは自然なものであり、おそらく、私たちの生活に起きるべくして起きたものと見なしてしまいます。しかし、二、三週間たつと、自分の祈りの生活がなくなったことに気づきます。どのようになくなったのでしょう？敵が威嚇したわけでも、何らかの明確な形で割り込んで「このことやあのことでお前たちの祈りの生活を損なってやる」と告げたわけでもありませんが、なぜかそうなってしまったのです。


  目を覚まして祈る


  目を覚まして祈りなさい！目を覚ましていることと祈ることのこの場合の意味は、祈れるよう目を覚ましていることであり、あなたに祈りをやめさせるものに警戒することです。私たちは「～ないように」しなければなりません。「サタンが優位にならないように」しなければなりません。私たちの方で防止・阻止して、悪魔の策略に立ち向かわなければならないことがわかります。ごく普通の自然な出来事についても、その中に何らかの凶器、私たちから祈りを奪う敵の狡猾な策略がないかどうか、私たちは新たに問わなければなりません。この必要なもの、この不可欠な祈りの生活を阻むものは何でしょう？結局のところ、これは立場を明確にすべきものなのかどうか自問しましょう。この問題について問いただしましょう。この方面における敵の戦略的活動に対して私たちの側でもっと警戒しなければなりません。それは私たちの武器を盗まれたり、鈍らされたりしないようにするためです。これはさらに鳴り響かせるべき警鐘であると私は確信しています。あなたの戦いの武器、あなたの祈りの生活、あなたの御言葉の生活を奪い去ることに向けられている敵の策略に警戒しなさい！


  祈りにおける御言葉の地位


  この二つは聖霊によって一緒に結び合わされています。「神の御言葉である御霊の剣。祈り……」。聖霊はこの二つを密接に関係づけておられます。聖霊は剣を最初に置くこともできたでしょうし、どこか他の箇所に置くこともできたでしょう。あなたはこう思ったかもしれません。「使徒は、立っているローマの兵士を挙げて、帯と帯に付いている剣に注目し、剣を帯の次に置いて、『真理の帯と御霊の剣を身に付けなさい』とも言えたのではないでしょうか」。しかし、そうではありません。彼は帯を剣から離しています。そして、防御と攻撃のための武具の他の部分を挙げて行き、攻撃のための二つのもの――御言葉と祈り――を一緒に最後に置いています。これらは生活――抵抗と防御が可能なだけでなく、実際に勝利して、打ち勝つ生活――の基礎です。進撃する勇猛果敢な生活の基礎です。これがサムエル記第一が明らかにしていることです。ヨナタンは剣を持って、よじ登って行きました。彼の側には武具と共に信仰の働きがあり、彼は打ち勝ちました。すでに述べたように、祈りを支える神の御言葉と共に進んで、「……あなたの御言葉にしたがって」と主に言えることは、途方もないことです。主に御言葉を示せるのは大きな力です。


  詩篇一一九篇を例に取って、詩篇作者がなんと頻繁に次の言葉を使ったのかを指摘しましょう、「あなたの御言葉にしたがって私を生かしてください」……「あなたの御言葉にしたがって私を力づけてください」（二五、二八節）。次に、この嘆願に対応する御言葉を書き込んでいきましょう、「しかしイエスを死者の中からよみがえらせた御霊があなたたちの中に住んでいるなら、キリストを死者の中からよみがえらせた方は、あなたたちの中に住んでいる御霊によって、あなたたちの死すべき体をも生かしてくださいます」（ローマ八・十一）。これは神の御言葉です。神の御言葉を祈りの中に持ち込んで、それを主の御前に示せるのは、大きなことです。それはあなたに力ある地位を与えます。また、敵を神の御言葉で迎え撃てるのも大きなことです。主ご自身、荒野に行って、四十日間悪魔の誘惑をお受けになりました。主はどのように悪魔と対峙されたのでしょう？ただ神の御言葉によってです！神の御言葉が彼の武器でした。そしてこの武器によって切り抜けて勝利されました。客観的に敵と対峙して、御言葉を引用して聞かせよ、ということではありません。そうすることも時には必要かもしれませんし、神が仰せられたことによって敵と対峙するのも時には良い実行かもしれませんが、親愛なる友よ、神の御言葉を自分の心の中に持つことが必要なのです。それは、誘惑と圧迫と内なる霊の攻撃のとき、絶えず数々の約束の上に立つためです。約束を知らなければ約束の上に立つことはできません。神の御言葉を足場とする時、立場は大いに強められます。御言葉の中にある命が、効果的祈りのために大いに必要です。そしてこの二つは同行して、敵を積極的かつ勇猛果敢に征服します。


  祈りと勝利者


  次に、この箇所から次のさらなる点がわかります。すなわち、そこでその地位にあるのは小さな群れである、という点です。ヨナタンは言います、「多くの人をもって救うのも、少ない人をもって救うのも、主にとっては、何の妨げもないからです」（一サムエル十四・六）。それは比較的小さな群れですが、主にとって状況全体に対する鍵です。彼らは他の関係者たちを代表しています。他の人々はこの小さな群れがいなければ困ったことになるのを、主はご存じです。主は他の残りの者たちのために彼らを得なければなりません。最終的結果として、他の人々はこの小さな群れが彼らのために獲得したものの益にあずかります。これは私たちがたびたび「勝利者の群れ」と称してきたものです。この群れは――比較的――小さな集団であり、自分たちの立場に立って、祈りの生活と御言葉の生活を維持します。この人々は主の民の希望であり、彼らの他に主の民には何の希望もありません。彼らはさらに大きな状況に対する鍵であり、主は残りの人々のためにそこに彼らを得なければなりません。それはベニヤミン人であり、遠ざかって離れている兄弟たちと御座の傍らにおられる人との間の架け橋です。この小さな人が契機となって、彼らは全き祝福にもたらされます。それは特権的地位ですが、困難な、代価を要する、多くの苦労と苦難に満ちた地位です。勝利者たる特権について、私はますます自分に言い聞かせなければなりませんし、あなたもますます自分に言い聞かせなければなりません。私たちはあまりにもその苦難、代価、大変さに強い印象を受けすぎているのではないかと私は恐れます。しかし、勝利者たることは、非常に多くの人々――彼らは今はその立場に立てないかもしれません――のために、主にとって大きな意味を持つようになる立場に立つ特権なのです。この点に私たちは印象付けられなければなりません。


  主が勝利者たちを起こすつもりでも、主は直接的にはそうされませんし、また、そうすることもできません。主がそうされるのは、主との親密なあの交わり――これは悪魔の策略に対する強力な勝利を意味します――の中にある人々の奉仕を通してです。それは特権的地位であり、それゆえ、主と共にこの道を行く人々は悪魔の憎しみと悪意の主な標的になります。またそれゆえ、主が彼らを召されたこの地位を維持するために、彼らはこのような戦いを戦います。この責任のゆえに、とても多くのことが彼らにかかっています。彼らがこの責任を負うのは、彼らと――おそらく――大勢の他の人々との間のこの結びつきと、この結びつきの意義のゆえです。それで、ヨナタンと彼の武器持ち（これは私の大好きな物語の箇所です）は、ある秘密を理解していました。両側に二つの巨大な立ちはだかる岩山があって、ペリシテ人はその有利な場所にいました。彼らが理解していた秘密とは次のようなものでした。「もし彼らが『こちらからそちらに下って行こう』と言うなら、いいでしょう、私たちは彼らを待ちましょう。しかし、もし彼らが『こちらに上って来い』と言うなら、主が彼らを私たちの手に渡されたことがわかります」。彼らはこれを逆に述べることもできたのに、とあなたは思ったかもしれません。その方が彼らにとって全く好都合であり、比較的楽だっただろうからです。しかし、これらの困難な立ちはだかる岩山を登るよう命じられることは、主の勝利の印でした。これにより状況はとても困難になります。そうではないでしょうか？ペリシテ人は「こちらに上って来い」と言いました。そこで、ヨナタンは「主は彼らをイスラエルの手に渡された」と言いました。よじ登って行く時、それはとても困難な登山でしたが、「勝利は私たちのものです」と彼らは言いました。彼らは勝利のうちに登っていたのであり、勝利を求めて登っていたのではありません。彼らは自分たちの武器を持っていました。神を信じる信仰を持っていました。彼らは勝利の中に立ち、この勝利の中を進み続けました。そして、ヨナタンはペリシテ人を打ち倒しました。彼らは彼の前に倒れ、彼の武器持ちは彼らをほふりました。次に主は地震を送られました。信仰が最大限進んだ時、主は協力して、ペリシテ人の間に恐慌を送られました。次に、哀れな弱いヘブル人たちが好機を見て、ペリシテ人たちに向かいました。これはあまり気高いことでも、あまり立派なことでもありませんでした。しかし、ヨナタンが道具となって、彼らを弱さの中から力の中に、曖昧さの中から明確な証しの中に、彼らの証しの明確さが失われている所から今や彼らの立場を得られる所にもたらしたのです。彼らのために敵に対峙するのに十分強い道具を主が獲得される時、彼らは加わるでしょう。しかし、彼らのためにペリシテ人たちを打ち始める何かが現れないかぎり、彼らは加わらないでしょう。あなたはこの人々の一人になるつもりなのでしょうか？


  ふるいにかけられた群れ


  私は終えなければなりませんが、主のふるいわけ――それは彼がこのようなものを獲得されるまでです――について、減らして実効性に至る必要性について、一言だけ述べたいと思います。ヨナタンと彼の武器持ちと小さな群れは、ふるいにかけられた人々を表しています。彼らは主を信じる信仰というこの問題でふるいにかけられました。祈りと御言葉がまさに彼らの命となるところまでふるいにかけられました。ギデオンの群れは、神を信じる絶対的信仰の立場にまで導かれた、ふるいにかけられた群れを表していました。なぜなら、神の狙いは、「イスラエルがわたしに向かってみずから誇り、『私自身の手が私を救ったのだ』と言うことがないため」（士師記七・二）というものだったからです。彼らは、神が彼らの唯一の財産となり、神を信じる信仰が彼らの立つ立場となる地点に、降りて行かなければなりませんでした。次に、すべての人が自分の傍らに自分の剣を持ち、自分の持ち場に立たなければなりませんでした。ギデオンの三百人は、祈りと神の御言葉の中に立つ、ふるいにかけられた群れのとても良い絵図です。「主の剣」――主の御言葉です。心に問題のある人はみな家に帰るよう、主は取り計らわれました。恐れに満ちた心は役に立たないからです。ここでは信仰が必要です。二心は何の役にも立たず、その持ち主を不適格にします。恐れに満ちた心が最初の試験であり、大群衆が家に帰りました。なぜなら、彼らの心は恐れに満ちていたからです。二心が次の試験であり、手と膝をついて水を飲んだ人々はこの働きのための覚悟が不十分であることが明らかになりました。立って自分の手から水をなめた人々には熱意がありました。なぜなら、彼らは自分の足で立ち続け、必要に迫られてこのように水を飲んだにすぎなかったからです。


  水をなめた人々は二心ではなく、この働きに専念しきっていました。二心は人を不適格にします。この二心がふるわれて取り除かれるよう、主は取り計らわれます。最終的に主はご自身の群れを獲得されます。彼らはみな、神の御子の信仰の中で彼と共にあり、祈りの中で、そして、御言葉の中で、彼との深い交わりの生活を送ります。これは常にふるいにかけられた一団であり続けるでしょう。主がふるいわけを開始されて、多くの人々が家に帰っても、私たちは落胆するべきではありませんし、「奇妙なことが起きた」と思うべきでもありません。これは実効性を得る主の方法なのです。彼はふるいわけなければなりません。彼ご自身、この地上におられた間、まさにこれに関連してご自身の個人的な教えを私たちにたくさん与えてくださいました。主は召されますが、主の召しに対する反応は、「主よ、まず行って、私の父を葬らせてください」でした。次に他の関心事がありました。「五頭の雄牛を買ったので、検分しに行かなければなりません」。「妻を娶りました」。「土地を買ったので、見に行く必要があります」。これは二心です！その後、彼ご自身の御言葉が示されます、「だれでもわたしのもとに来て、自分自身の父、母、妻、子、兄弟、姉妹、実に自分自身の命さえも憎むのでなければ、わたしの弟子になることはできません」。「だれでも自分自身の十字架を負ってわたしについて来ない者は、わたしの弟子になることはできません」。これは気の遠くなるようなことではありません！主はこれを要求されます。そしてこの三百人によって主はミデアン人を私たちの手に渡し、イスラエルを救われます。彼らによって残りの者が救われるのです。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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